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初
期
十
字
軍
時
代
に
お
け
る
シ
リ
ア
の
小
都
市

　
　
　
　
　

─
─
そ
の
外
交
交
渉
と
シ
リ
ア
の
勢
力
均
衡
構
図
─
─

中　

村　
　

妙　

子

は
じ
め
に

　

十
二
世
紀
前
半
の
シ
リ
ア
で
は
、
セ
ル
ジ
ュ
ー
ク
朝
の
宗
主
権
の
衰
退
に
伴
い
、
北
部
の
ア
レ
ッ
ポ
や
南
部
の
ダ
マ
ス
ク
ス
の
よ
う
に
周
辺

地
域
を
も
併
せ
て
支
配
し
て
い
た
大
都
市
が
独
立
政
権
の
様
を
呈
し
て
い
た
。
ま
た
、
そ
の
ほ
か
に
、
セ
ル
ジ
ュ
ー
ク
朝
治
下
に
あ
っ
て
も
半

独
立
国
と
し
て
の
地
位
を
保
っ
て
い
た
ア
ラ
ブ
領
主
や
、
同
朝
の
軍
隊
の
主
力
で
あ
っ
た
ト
ル
コ
人
ア
ミ
ー
ル
（
武
将
）
が
自
立
化
し
た
小
都

市
も
混
在
し
て
い
た
。
十
字
軍
の
侵
攻
に
際
し
て

（
１
）、

激
し
い
戦
闘
と
併
行
し
て
多
く
の
協
定
が
十
字
軍
と
シ
リ
ア
諸
都
市
と
の
間
に
締
結
さ

れ（
２
）、

シ
リ
ア
に
勢
力
均
衡
構
図
が
生
ま
れ
た
が
、
大
都
市
だ
け
で
は
な
く
、
こ
れ
ら
の
小
都
市
も
単
独
で
十
字
軍
と
外
交
交
渉
を
行
な
い
勢
力

均
衡
構
図
の
一
角
を
占
め
て
い
た
。
と
は
い
え
政
治
構
造
の
大
枠
は
大
都
市
の
動
き
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
お
り
、
小
都
市
の
独
自
の
外
交
は

そ
の
間
隙
を
ぬ
う
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
も
イ
マ
ー
ド
・
ア
ッ
デ
ィ
ー
ン
・
ザ
ン
ギ
ー ̒

Im
ād al -D

īn Zangī

（
位
一
一
二
七
─
四
六
）
が
、

約
三
十
年
間
続
い
た
こ
の
勢
力
均
衡
構
図
を
崩
し
て
シ
リ
ア
南
進
策
を
す
す
め
る
過
程
で
、
こ
れ
ら
の
小
都
市
は
順
次
ザ
ン
ギ
ー
に
の
み
こ
ま

れ
て
し
ま
う
。

　

と
こ
ろ
が
、
こ
れ
ら
の
小
都
市
は
、
そ
の
後
ザ
ン
ギ
ー
の
シ
リ
ア
南
進
策
の
中
で
、
ザ
ン
ギ
ー
の
戦
略
上
の
駒
と
し
て
重
要
な
位
置
を
占
め
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る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
筆
者
は
こ
れ
ま
で
に
、
シ
リ
ア
の
勢
力
均
衡
構
図
や
ザ
ン
ギ
ー
の
戦
略
に
つ
い
て
、
い
く
つ
か
の
側
面
を
分
析
し

て
い
る
が

（
３
）、

本
稿
で
は
、
十
字
軍
と
の
外
交
交
渉
を
独
自
に
行
な
っ
た
小
都
市
に
注
目
す
る
。
勢
力
均
衡
構
図
に
お
い
て
は
、
規
模
が
小
さ
い

都
市
で
も
、
そ
の
構
成
要
素
の
一
つ
と
し
て
大
都
市
と
同
様
に
重
要
性
を
も
つ
。
こ
れ
ら
の
小
都
市
が
シ
リ
ア
勢
力
均
衡
構
図
の
中
で
果
た
し

た
役
割
に
つ
い
て
検
証
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
勢
力
均
衡
構
図
や
そ
の
変
化
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
小
都

市
の
外
交
関
係
と
い
う
、
い
わ
ば
ミ
ク
ロ
の
視
点
か
ら
、
シ
リ
ア
の
政
治
構
造
と
そ
の
変
化
と
い
う
全
体
像
を
読
み
解
く
試
み
で
あ
る
。

　

十
字
軍
時
代
の
シ
リ
ア
の
小
都
市
に
焦
点
を
あ
わ
せ
た
研
究
は
、
管
見
の
限
り
み
ら
れ
な
い
。
こ
れ
は
単
独
で
取
り
上
げ
る
に
は
規
模
が
小

さ
く
、
ま
た
点
在
す
る
複
数
の
小
都
市
を
総
合
的
に
論
じ
る
に
は
都
市
間
に
共
通
性
が
少
な
い
た
め
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
十
字

軍
と
独
自
に
外
交
交
渉
を
行
な
っ
て
い
た
四
つ
の
小
都
市
を
と
り
あ
げ
て
、
勢
力
均
衡
構
図
の
中
で
果
た
し
た
役
割
と
ザ
ン
ギ
ー
の
戦
略
と
の

か
か
わ
り
と
い
う
、
一
二
世
紀
前
半
の
シ
リ
ア
の
政
治
構
造
を
構
成
す
る
二
つ
の
局
面
に
的
を
絞
っ
て
検
証
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
一
見
、
関

連
性
の
見
ら
れ
な
い
複
数
の
小
都
市
を
同
一
俎
上
に
乗
せ
て
論
ず
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。

　

ア
ミ
ー
ル
が
政
権
を
と
っ
て
い
た
シ
リ
ア
北
部
の
ア
ザ
ー
ズ
と
マ
ン
ビ
ジ
ュ
、
ア
ラ
ブ
領
主
が
政
権
を
握
っ
て
い
た
シ
リ
ア
中
部
の
シ
ャ
イ

ザ
ル
と
、
ユ
ー
フ
ラ
テ
ス
川
沿
い
の
カ
ル
ア
ト
・
ジ
ャ
ウ
バ
ル

（
４
）の

四
つ
の
小
都
市
を
対
象
と
し
、
十
字
軍
と
の
協
定
や
往
来
な
ど
一
般
に
外
交

交
渉
と
み
な
さ
れ
る
も
の
の
み
な
ら
ず
、
戦
闘
に
よ
っ
て
生
じ
る
対
立
関
係
や
他
の
シ
リ
ア
諸
都
市
と
の
関
係
も
幅
広
く
検
討
す
る
。

第
一
章　

外
交
交
渉
に
お
け
る
シ
リ
ア
小
都
市

（
１
）
貢
納
金
協
定
（
シ
ャ
イ
ザ
ル
）

　

シ
リ
ア
中
部
の
シ
ャ
イ
ザ
ル
は
、
ア
ラ
ブ
の
在
地
領
主
で
あ
る
ム
ン
キ
ズ
一
族
が
独
立
し
て
政
権
を
構
え
る
オ
ロ
ン
テ
ス
川
沿
い
の
城
塞
都
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市
で
、
十
字
軍
侵
攻
後
ま
も
な
く
か
ら
ア
ン
テ
ィ
オ
キ
ア
の
十
字
軍
と
の
間
で
独
自
に
貢
納
金
協
定
を
締
結
し
、
十
字
軍
の
指
導
者
が
交
替
し

て
も
継
続
し
て
い
た
。
金
額
は
、
同
様
の
貢
納
金
協
定
を
結
ん
で
い
た
シ
リ
ア
北
部
の
大
都
市
ア
レ
ッ
ポ
が
二
万
デ
ィ
ー
ナ
ー
ル
と
馬
で
あ
る

の
に
対
し
て
、
シ
ャ
イ
ザ
ル
は
一
万
デ
ィ
ー
ナ
ー
ル
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
ア
レ
ッ
ポ
で
は
、
五
〇
七
／
一
一
一
三
─
一
四
年
の
更
新
を
最
後

に
史
料
上
に
貢
納
金
協
定
の
記
録
は
見
ら
れ
な
く
な
り
、
五
一
四
／
一
一
二
〇
─
二
一
年
に
は
ア
ン
テ
ィ
オ
キ
ア
の
十
字
軍
と
ア
レ
ッ
ポ
と
の

勢
力
範
囲
を
確
認
す
る
協
定
が
、
翌
五
一
五
年
に
は
貢
納
金
に
か
わ
っ
て
「
ア
レ
ッ
ポ
周
辺
を
折
半
す
る
」
と
い
う
収
穫
分
割
の
取
り
決
め
が

行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

（
５
）。

こ
の
ア
レ
ッ
ポ
と
ア
ン
テ
ィ
オ
キ
ア
の
十
字
軍
が
行
な
っ
て
い
た
収
穫
分
割
は
、
シ
リ
ア
南
部
の
ダ
マ
ス
ク
ス

と
イ
ェ
ル
サ
レ
ム
の
十
字
軍
と
の
間
で
行
な
わ
れ
て
い
た
広
範
な
農
地
か
ら
の
収
穫
を
対
象
と
す
る
も
の
と
は
異
な
り
、
度
重
な
る
戦
闘
に
よ

る
農
地
の
荒
廃
や
領
土
の
支
配
権
の
移
動
に
と
も
な
っ
て
両
勢
力
の
境
界
線
が
一
進
一
退
す
る
中
で
、
貢
納
金
の
提
供
が
困
難
に
な
り
、
そ
の

時
々
の
収
穫
を
優
勢
な
者
が
相
手
方
か
ら
取
る
と
い
う
短
期
的
な
収
穫
分
割
で
あ
っ
た

（
６
）。

し
か
し
、
シ
ャ
イ
ザ
ル
で
は
、
ア
レ
ッ
ポ
が
収
穫
分

割
協
定
へ
移
行
し
た
の
と
同
時
期
の
五
一
四
／
一
一
二
〇
─
二
一
年
に
も
貢
納
金
協
定
の
更
新
が
行
な
わ
れ
、「
こ
れ
以
前
に
フ
ラ
ン
ク
の
慣

行 ̒
āda

と
な
っ
て
い
た
［
も
の
と
同
額
の
］
貢
納
金（

７
）」

が
定
め
ら
れ
た
。
こ
の
更
新
は
、五
一
三
／
一
一
一
九
年
の
バ
ラ
ー
ト
の
戦
い
で
シ
ー

ル
・
ロ
ジ
ャ
ー
が
戦
死
し
た
あ
と
ア
ン
テ
ィ
オ
キ
ア
公
国
を
兼
務
の
形
で
引
き
継
い
だ
イ
ェ
ル
サ
レ
ム
王
ボ
ー
ド
ワ
ン
二
世
と
の
間
に
行
な
わ

れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、シ
ャ
イ
ザ
ル
に
貢
納
金
協
定
を
履
行
で
き
る
だ
け
の
収
穫
の
確
保
の
見
通
し
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

（
２
）
軍
事
同
盟
（
ア
ザ
ー
ズ
）

　

ア
レ
ッ
ポ
の
勢
力
下
に
あ
っ
た
ア
ザ
ー
ズ
で
は
四
九
一
／
一
〇
九
八
年
と
五
〇
一
／
一
一
〇
七
─
〇
八
年
に
、そ
れ
ぞ
れ
時
の
ワ
ー
リ
ー（
地

方
総
督
）
が
ア
ン
テ
ィ
オ
キ
ア
の
十
字
軍
と
軍
事
同
盟
を
結
ん
で
ア
レ
ッ
ポ
に
反
旗
を
翻
し
て
い
る
。
四
九
一
年
の
十
字
軍
と
の
同
盟
は
一
時

的
に
は
成
功
し
た
も
の
の
、
ア
レ
ッ
ポ
の
リ
ド
ワ
ー
ン
王
の
反
撃
に
敗
れ
、
五
〇
一
年
の
場
合
は
、
す
ぐ
さ
ま
リ
ド
ワ
ー
ン
王
が
鎮
圧
し
て
十
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字
軍
の
到
着
に
は
至
ら
な
か
っ
た

（
８
）。

ア
ザ
ー
ズ
は
セ
ル
ジ
ュ
ー
ク
朝
が
四
七
一
／
一
〇
七
八
─
七
九
年
に
統
治
を
開
始
す
る
前
か
ら
ア
レ
ッ
ポ

の
勢
力
下
に
あ
り
、
三
〇
〇
近
く
の
村 qarya 

を
も
ち
、
そ
の
大
部
分
は
ア
レ
ッ
ポ
の
市
民 ahl 

の
所
有
地 m

ilk 

で
あ
っ
た

（
９
）。

こ
の
よ
う
に

ア
レ
ッ
ポ
と
の
結
び
つ
き
の
強
い
ア
ザ
ー
ス
の
ワ
ー
リ
ー
が
離
反
し
た
理
由
は
不
明
で
あ
る
が
、
十
字
軍
を
ア
レ
ッ
ポ
に
対
抗
し
得
る
勢
力
と

み
な
し
た
た
め
に
軍
事
同
盟
が
生
じ
た
と
考
え
ら
れ
る

（
（（
（

。

　

五
一
〇
／
一
一
一
六
─
一
七
年
ア
レ
ッ
ポ
の
ア
タ
ー
ベ
ク
（
君
主
の
後
見
人
）
の
ル
ウ
ル
ウ
が
暗
殺
さ
れ
た
後
に
ア
レ
ッ
ポ
が
政
権
争
い
で

混
乱
し
て
い
る
中
、
五
一
一
／
一
一
一
八
年
ア
ン
テ
ィ
オ
キ
ア
の
十
字
軍
が
ア
ザ
ー
ズ
を
攻
撃
し
封
鎖
し
た
。
こ
れ
は
ア
ザ
ー
ズ
だ
け
で
な
く

ア
レ
ッ
ポ
を
も
苦
し
め
た
。
ア
ザ
ー
ズ
の
農
地
が
ア
レ
ッ
ポ
の
食
糧
の
供
給
源
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
ア
レ
ッ
ポ
の
市
民
は
、
結
局
、
同
年
、

マ
ー
ル
デ
ィ
ー
ン
の
領
主
イ
ー
ル
ガ
ー
ジ
ー
・
ブ
ン
・
ア
ル
ト
ゥ
ク
に
ア
レ
ッ
ポ
の
統
治
を
委
嘱
し
、
十
字
軍
の
駆
逐
を
依
頼
し
た
。
そ
こ
で

イ
ー
ル
ガ
ー
ジ
ー
は
十
字
軍
に
金
品
の
供
与
を
も
ち
か
け
て
ア
ザ
ー
ズ
か
ら
の
退
去
を
求
め
た
が
、
十
字
軍
は
応
じ
な
か
っ
た

（
（（
（

。
こ
れ
を
見
た

ア
ザ
ー
ズ
の
住
民
は
ア
レ
ッ
ポ
へ
期
待
す
る
こ
と
を
あ
き
ら
め
、
ア
ザ
ー
ズ
を
十
字
軍
に
引
き
渡
し
た

（
（（
（

。
ア
ザ
ー
ズ
は
十
字
軍
の
も
と
で
の
安

定
を
選
ん
だ
の
で
あ
る
。
引
き
渡
し
協
定
締
結
後
の
ア
ザ
ー
ズ
で
は
十
字
軍
は
ア
ザ
ー
ズ
地
域
に
種
を
播
き
、
ア
ザ
ー
ス
の
農
民
た
ち
を
援
助

し
て
か
ら
ア
ン
テ
ィ
オ
キ
ア
に
戻
っ
た
。
こ
の
と
き
、
一
方
の
ア
レ
ッ
ポ
の
市
民
は
、
ア
ザ
ー
ズ
を
獲
得
し
た
ア
ン
テ
ィ
オ
キ
ア
の
十
字
軍
と

の
間
に
、
イ
ー
ル
ガ
ー
ジ
ー
に
頼
ら
ず
自
ら
交
渉
し
て
休
戦
協
定 s. ulh.  

を
結
ん
だ
。
そ
の
条
件
は
、
十
字
軍
に
テ
ル
・
ハ
ラ
ー
ク
を
引
き
渡

す
こ
と
と
、
四
ヶ
月
分
の
戦
費
千
デ
ィ
ー
ナ
ー
ル
の
支
払
い
と
し
て
ア
レ
ッ
ポ
北
方
と
西
方
を
十
字
軍
の
権
利
地
と
す
る
こ
と
で
あ
っ
た

（
（（
（

。
十

字
軍
は
、
ア
ザ
ー
ズ
と
そ
の
ほ
か
に
多
く
の
農
業
地
へ
の
権
利
を
獲
得
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
後
、
ア
レ
ッ
ポ
の
新
し
い
主
権
者
が
政
権
を
獲
得
す
る
度
に
ア
ザ
ー
ズ
の
奪
回
を
図
っ
た
が
、
い
ず
れ
も
失
敗
に
お
わ
り
、
ア
ザ
ー
ズ

は
十
字
軍
の
勢
力
下
に
と
ど
ま
っ
た
。
こ
れ
に
は
十
字
軍
側
の
熱
心
な
防
衛
作
戦
が
あ
る
。
五
一
七
／
一
一
二
四
年
、
ア
レ
ッ
ポ
を
支
配
す
る

ア
ル
ト
ゥ
ク
一
族
の
ヌ
ー
ル
・
ア
ッ
ダ
ウ
ラ
・
バ
ラ
ク
が
ア
ザ
ー
ズ
を
封
鎖
し
攻
撃
し
た
が
、
ア
ザ
ー
ズ
の
十
字
軍
は
他
地
域
の
十
字
軍
か
ら

の
援
軍
を
得
て
バ
ラ
ク
を
撃
退
し
た

（
（（
（

。
五
一
八
／
一
一
二
四
年
、
戦
死
し
た
バ
ラ
ク
の
あ
と
を
継
い
だ
い
と
こ
の
テ
ィ
ム
ル
タ
ー
シ
ュ
は
、
バ
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ラ
ク
が
捕
え
て
ア
レ
ッ
ポ
に
投
獄
中
で
あ
っ
た
イ
ェ
ル
サ
レ
ム
王
（
ア
ン
テ
ィ
オ
キ
ア
公
も
兼
任
）
ボ
ー
ド
ワ
ン
二
世
を
釈
放
す
る
条
件
と
し

て
ア
ザ
ー
ズ
の
返
還
を
求
め
る
内
容
を
協
定
に
盛
り
込
ん
で
い
た(((

(

。
し
か
し
、
こ
の
合
意
は
ボ
ー
ド
ワ
ン
二
世
の
釈
放
直
後
に
破
棄
さ
れ
た
。

ボ
ー
ド
ワ
ン
二
世
は
テ
ィ
ム
ル
タ
ー
シ
ュ
へ
の
書
簡
の
中
で
「
ロ
ー
マ
教
皇
が
ア
ザ
ー
ズ
の
引
き
渡
し
を
撤
回
す
る
よ
う
私
に
命
令
し
た
。
教

皇
の
命
令
に
は
何
人
も
従
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
」
と
協
定
破
棄
の
責
任
を
ロ
ー
マ
教
皇
へ
転
嫁
し
て
い
る
が(((

(

、
そ
れ
ほ
ど
ア
ザ
ー
ズ
の
重
要
性
が
高

か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
つ
い
で
ア
レ
ッ
ポ
の
政
権
を
握
っ
た
ブ
ル
ス
キ
ー
は
、
ア
レ
ッ
ポ
の
政
権
を
安
定
さ
せ
る
と
五
一
九
／
一
一

二
五
年
、
十
字
軍
か
ら
の
失
地
回
復
を
図
っ
た
。
ア
ザ
ー
ズ
へ
の
攻
撃
は
投
石
機
を
も
ち
い
る
大
規
模
な
包
囲
で
あ
っ
た
も
の
の
、
ア
ン
テ
ィ

オ
キ
ア
と
エ
デ
ッ
サ
の
十
字
軍
が
連
合
し
て
抗
戦
し
た
た
め
奪
回
は
な
ら
な
か
っ
た(((

(

。ま
た
ア
ザ
ー
ズ
が
十
字
軍
の
手
に
渡
っ
て
以
降
、ア
ザ
ー

ズ
内
部
か
ら
ア
レ
ッ
ポ
へ
の
引
き
渡
し
の
動
き
は
史
料
中
に
は
見
ら
れ
な
い
。

（
３
）
軍
事
同
盟
（
マ
ン
ビ
ジ
ュ
）

　

マ
ン
ビ
ジ
ュ
は
ジ
ャ
ジ
ー
ラ
と
シ
リ
ア
と
の
通
商
路
上
に
あ
る
小
都
市
で
、
ア
レ
ッ
ポ
と
テ
ル
・
バ
ー
シ
ル
と
ユ
ー
フ
ラ
テ
ス
川
の
三
方
向

の
中
間
に
位
置
す
る
。
テ
ル
・
バ
ー
シ
ル
は
、
ユ
ー
フ
ラ
テ
ス
川
の
支
流
サ
ー
ジ
ュ
ー
ル
川
上
流
の
水
利
の
よ
い
地
域
で
、
十
字
軍
侵
攻
時
か

ら
十
字
軍
の
手
中
に
あ
り
、
四
九
四
／
一
一
〇
一
年
に
イ
ェ
ル
サ
レ
ム
王
に
転
進
す
る
エ
デ
ッ
サ
伯
ボ
ー
ド
ワ
ン
一
世
か
ら
ジ
ョ
ス
リ
ー
ン
一

世
が
受
け
継
い
で
い
た(((

(

。
エ
デ
ッ
サ
伯
国
内
に
あ
っ
た
が
ジ
ョ
ス
リ
ー
ン
一
世
の
自
立
の
傾
向
が
強
か
っ
た
。

　

マ
ン
ビ
ジ
ュ
は
、
こ
の
テ
ル
・
バ
ー
シ
ル
に
拠
る
ジ
ョ
ス
リ
ー
ン
一
世
と
五
一
八
／
一
一
二
四
年
に
軍
事
同
盟
を
結
ん
だ
。
こ
の
背
景
に
は

ア
レ
ッ
ポ
を
統
治
し
て
い
た
ア
ル
ト
ゥ
ク
一
族
の
ヌ
ー
ル
・
ア
ッ
ダ
ウ
ラ
・
バ
ラ
ク
と
の
対
立
関
係
が
あ
っ
た
。
バ
ラ
ク
は
マ
ン
ビ
ジ
ュ
の
領

主
ハ
ッ
サ
ー
ン
・
ブ
ン
・
ク
ム
シ
ュ
タ
キ
ー
ン
を
捕
え
、
そ
の
す
き
に
マ
ン
ビ
ジ
ュ
を
獲
得
し
よ
う
と
画
策
し
、
い
と
こ
の
テ
ィ
ム
ル
タ
ー
シ
ュ

に
「
マ
ン
ビ
ジ
ュ
に
行
き
、
ハ
ッ
サ
ー
ン
に
テ
ル
・
バ
ー
シ
ル
へ
の
攻
撃
に
参
加
す
る
よ
う
に
依
頼
し
、
出
て
来
た
と
こ
ろ
を
捕
え
る
よ
う



49　　初期十字軍時代におけるシリアの小都市

に(((
(

」
と
命
令
し
た
。
バ
ラ
ク
は
ジ
ハ
ー
ド
を
口
実
に
使
っ
て
マ
ン
ビ
ジ
ュ
の
獲
得
を
狙
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
マ
ン
ビ
ジ
ュ
に
残
っ
て
い

た
ハ
ッ
サ
ー
ン
の
兄
弟
イ
ー
サ
ー
が
城
塞
に
こ
も
っ
て
バ
ラ
ク
へ
の
引
き
渡
し
を
拒
み
、
テ
ル
・
バ
ー
シ
ル
に
拠
る
ジ
ョ
ス
リ
ー
ン
一
世
に
書

簡
を
送
っ
て
バ
ラ
ク
の
軍
隊
の
排
除
を
依
頼
し
た
。
成
功
時
の
マ
ン
ビ
ジ
ュ
の
引
き
渡
し
を
約
束
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
ジ
ョ
ス
リ
ー
ン
一
世

は
こ
れ
に
応
え
て
イ
ェ
ル
サ
レ
ム
や
ト
リ
ポ
リ
の
十
字
軍
か
ら
援
軍
を
募
り
、
バ
ラ
ク
と
対
戦
し
た
。
ジ
ョ
ス
リ
ー
ン
一
世
が
イ
ー
サ
ー
の
提

案
に
同
意
し
た
の
は
、「［
ア
レ
ッ
ポ
の
］
バ
ラ
ク
が
マ
ン
ビ
ジ
ュ
を
獲
得
す
る
こ
と
で
バ
ラ
ク
の
勢
力
が
強
く
な
り
す
ぎ
な
い
よ
う
に
す
る
た

め(((

(

」
で
、
シ
リ
ア
に
突
出
し
た
政
権
を
作
ら
な
い
と
い
う
勢
力
均
衡
政
策
に
基
づ
い
た
行
動
で
あ
っ
た
。
戦
闘
は
バ
ラ
ク
の
勝
利
に
終
わ
っ
た

が
、
バ
ラ
ク
が
そ
の
後
の
マ
ン
ビ
ジ
ュ
へ
の
攻
撃
中
に
戦
死
し
た
た
め
、
捕
え
ら
れ
て
い
た
ハ
ッ
サ
ー
ン
は
戻
り
、
マ
ン
ビ
ジ
ュ
は
独
立
を
維

持
し
た(((

(

。
（
４
）
十
字
軍
勢
力
と
シ
リ
ア
諸
都
市
と
の
仲
介
（
カ
ル
ア
ト
・
ジ
ャ
ウ
バ
ル
、
シ
ャ
イ
ザ
ル
）

　

カ
ル
ア
ト
・
ジ
ャ
ウ
バ
ル
を
拠
点
と
す
る
ウ
カ
イ
ル
一
族
は
、
一
〇
世
紀
末
か
ら
一
一
世
紀
に
か
け
て
ジ
ャ
ジ
ー
ラ
か
ら
北
シ
リ
ア
を
支
配

し
て
い
た
ウ
カ
イ
ル
朝
の
末
裔
で
あ
る
。
四
八
〇
／
一
〇
八
七
─
八
八
年
、
セ
ル
ジ
ュ
ー
ク
朝
と
の
争
い
の
末
に
、
シ
ャ
ム
ス
・
ア
ッ
ダ
ウ
ラ
・

サ
ー
リ
ム
・
ブ
ン
・
マ
ー
リ
ク
が
セ
ル
ジ
ュ
ー
ク
朝
ス
ル
タ
ン
の
マ
リ
ク
・
シ
ャ
ー
か
ら
ア
レ
ッ
ポ
明
け
渡
し
の
代
償
と
し
て
与
え
ら
れ
た
の

が
、
ユ
ー
フ
ラ
テ
ス
川
沿
岸
の
カ
ル
ア
ト
・
ジ
ャ
ウ
バ
ル
と
、
バ
ー
リ
ス
、
ラ
ッ
カ
で
あ
っ
た(((

(

。

　

四
九
七
／
一
一
〇
四
年
、
エ
デ
ッ
サ
伯
ボ
ー
ド
ワ
ン
二
世
と
テ
ル
・
バ
ー
シ
ル
の
領
主
ジ
ョ
ス
リ
ー
ン
一
世
が
、
ア
ン
テ
ィ
オ
キ
ア
公
国
の

ボ
エ
モ
ン
ド
一
世
と
タ
ン
ク
レ
ッ
ド
を
誘
い
、ジ
ャ
ジ
ー
ラ
地
方
の
ハ
ッ
ラ
ー
ン
を
攻
撃
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
モ
ー
ス
ル
の
領
主
シ
ャ
ム
ス
・

ア
ッ
ダ
ウ
ラ
・
ジ
キ
ル
ミ
シ
ュ
と
ヒ
ス
ン
カ
イ
フ
ァ
の
領
主
ム
イ
ー
ン
・
ア
ッ
ダ
ウ
ラ
・
ス
ク
マ
ー
ン
・
ブ
ン
・
ア
ル
ト
ゥ
ク
が
応
戦
し
、
ム

ス
リ
ム
側
が
勝
っ
た
。
こ
の
ハ
ッ
ラ
ー
ン
の
戦
い
で
捕
虜
と
な
り
、
モ
ー
ス
ル
に
連
行
さ
れ
た
ボ
ー
ド
ワ
ン
二
世
と
ジ
ョ
ス
リ
ー
ン
一
世(((

(

の
身
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代
金
や
釈
放
に
つ
い
て
の
仲
介
交
渉
を
行
な
っ
た
の
が
、
前
述
の
サ
ー
リ
ム
・
ブ
ン
・
マ
ー
リ
ク
の
息
子
で
カ
ル
ア
ト
・
ジ
ャ
ウ
バ
ル
を
継
い

だ
シ
ハ
ー
ブ
・
ア
ッ
デ
ィ
ー
ン
・
マ
ー
リ
ク
・
ブ
ン
・
サ
ー
リ
ム
で
あ
っ
た
。
ボ
ー
ド
ワ
ン
二
世
の
身
代
金
は
七
万
デ
ィ
ー
ナ
ー
ル
と
決
ま
り
、

先
に
解
放
さ
れ
て
い
た
ジ
ョ
ス
リ
ー
ン
一
世
が
カ
ル
ア
ト
・
ジ
ャ
ウ
バ
ル
に
運
ん
だ
前
払
金
二
万
五
千
デ
ィ
ー
ナ
ー
ル
を
マ
ー
リ
ク
の
使
者
が

モ
ー
ス
ル
に
届
け
た
。
こ
の
間
、
モ
ー
ス
ル
の
政
権
は
ジ
キ
ル
ミ
シ
ュ
か
ら
ジ
ャ
ー
ワ
リ
ー
に
移
っ
て
い
た
が
、
新
領
主
ジ
ャ
ー
ワ
リ
ー
は
、

前
払
金
を
持
っ
た
使
者
が
モ
ー
ス
ル
に
到
着
し
た
時
点
で
ボ
ー
ド
ワ
ン
二
世
を
釈
放
し
た
。
残
金
の
保
証
を
し
た
の
は
「
高
名
な
人
物
で
、
有

能
な
仲
介
者
で
あ
る
」
と
評
さ
れ
て
い
る(((

(

マ
ー
リ
ク
・
ブ
ン
・
サ
ー
リ
ム
で
、
ジ
ョ
ス
リ
ー
ン
一
世
を
人
質
と
し
て
カ
ル
ア
ト
・
ジ
ャ
ウ
バ
ル

に
留
め
た
の
で
あ
る(((

(

。
ボ
ー
ド
ワ
ン
二
世
と
ジ
ョ
ス
リ
ー
ン
一
世
が
完
全
に
解
放
さ
れ
た
の
は
五
〇
二
／
一
一
〇
八
年
の
こ
と
で
、
ボ
ー
ド
ワ

ン
二
世
に
と
っ
て
は
約
五
年
間
の
捕
虜
生
活
で
あ
っ
た
。
ボ
ー
ド
ワ
ン
二
世
の
不
在
中
、
エ
デ
ッ
サ
領
主
代
理
を
つ
と
め
た
ア
ン
テ
ィ
オ
キ
ア

の
ボ
ヘ
モ
ン
ド
の
甥
の
リ
チ
ャ
ー
ド
が
、
ア
ン
テ
ィ
オ
キ
ア
に
有
利
な
行
動
を
と
っ
て
い
た
こ
と
を
釈
放
後
に
知
り
怒
っ
た
ボ
ー
ド
ワ
ン
二
世

と
ジ
ョ
ス
リ
ー
ン
一
世
は
、
同
年
ア
ン
テ
ィ
オ
キ
ア
の
タ
ン
ク
レ
ッ
ド
を
攻
撃
し
た
が
、
こ
の
と
き
モ
ー
ス
ル
の
領
主
ジ
ャ
ー
ワ
リ
ー
に
援
軍

の
派
遣
を
頼
ん
で
い
る(2((

(

。
こ
れ
は
、
マ
ー
リ
ク
の
仲
介
に
よ
る
釈
放
交
渉
の
過
程
で
両
者
が
親
密
に
な
っ
た(((

(

か
ら
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

約
一
五
年
後
の
五
一
七
年
初
め
／
一
一
二
三
年
四
月
、
こ
の
ボ
ー
ド
ワ
ン
二
世
と
ジ
ョ
ス
リ
ー
ン
一
世
は
、
再
度
ム
ス
リ
ム
の
捕
虜
と
な
っ

た
。
こ
の
と
き
仲
裁
人 m

utaw
assit.  

と
し
て
動
き
、
釈
放
交
渉
の
段
取
り
を
取
り
仕
切
っ
た
の
は
、
シ
ャ
イ
ザ
ル
の
領
主
ア
ブ
ー
・
ア
ル
ア

サ
ー
キ
ル
・
ス
ル
タ
ー
ン
・
ブ
ン
・
ム
ン
キ
ズ
で
あ
る
。
イ
ェ
ル
サ
レ
ム
王
兼
ア
ン
テ
ィ
オ
キ
ア
公
に
な
っ
て
い
た
ボ
ー
ド
ワ
ン
二
世
と
、
エ

デ
ッ
サ
伯
と
な
っ
て
い
た
ジ
ョ
ス
リ
ー
ン
一
世(((

(

は
、
ア
ル
ト
ゥ
ク
一
族
の
ヌ
ー
ル
・
ア
ッ
ダ
ウ
ラ
・
バ
ラ
ク
に
ジ
ャ
ジ
ー
ラ
北
部
で
別
々
に
捕

え
ら
れ
、
他
の
十
字
軍
指
導
者
と
と
も
に
ハ
ル
タ
ビ
ル
ト
に
監
禁
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
五
一
七
年
ジ
ュ
マ
ー
ダ
ー
・
ア
ル
ウ
ー
ラ
ー
月
／
一
一

二
三
年
七
月
バ
ラ
ク
が
い
と
こ
の
バ
ド
ル
・
ア
ッ
ダ
ウ
ラ
・
ス
ラ
イ
ー
マ
ー
ン
か
ら
ア
レ
ッ
ポ
の
政
権
を
奪
っ
て
ま
も
な
く
、
ジ
ョ
ス
リ
ー
ン

一
世
が
ハ
ル
タ
ビ
ル
ト
か
ら
単
独
で
脱
出
す
る
と
い
う
事
件
が
起
こ
っ
た
。
こ
の
た
め
バ
ラ
ク
は
ボ
ー
ド
ワ
ン
二
世
ら
を
ハ
ッ
ラ
ー
ン
に
移
し

た
が
、
さ
ら
に
、
五
一
八
年
ム
ハ
ッ
ラ
ム
月
／
一
一
二
四
年
二
─
三
月
、
ハ
ッ
ラ
ー
ン
か
ら
ア
レ
ッ
ポ
に
移
送
し
た(((

(

。
そ
れ
か
ら
約
二
ヶ
月
後
、
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前
述
の
マ
ン
ビ
ジ
ュ
事
件
で
バ
ラ
ク
が
死
亡
し
た
あ
と
、
ア
レ
ッ
ポ
を
継
い
だ
テ
ィ
ム
ル
タ
ー
シ
ュ
が
五
一
八
年
ジ
ュ
マ
ー
ダ
ー
・
ア
ル
ウ
ー

ラ
ー
月
／
一
一
二
四
年
六
月
、
ボ
ー
ド
ワ
ン
二
世
を
釈
放
す
る
こ
と
に
合
意
し
た
の
で
あ
る
。
ボ
ー
ド
ワ
ン
二
世
釈
放
の
条
件
と
し
て
十
字
軍

側
に
課
さ
れ
た
の
は
、
身
代
金
八
万
デ
ィ
ー
ナ
ー
ル
の
支
払
い
や
ア
ザ
ー
ズ
を
含
む
領
土
の
返
還
な
ど
、
実
現
す
れ
ば
ア
レ
ッ
ポ
に
は
勢
力
回

復
の
契
機
と
な
る
も
の
で
あ
っ
た(((

(

。
釈
放
に
あ
た
っ
て
、
仲
介
し
た
ス
ル
タ
ー
ン
・
ブ
ン
・
ム
ン
キ
ズ
は
二
段
階
の
手
順
を
踏
ん
だ
。
ま
ず
は

ム
ン
キ
ズ
一
族
の
子
供
た
ち
を
ア
レ
ッ
ポ
に
送
っ
て
人
質
と
し
、
引
き
換
え
に
ボ
ー
ド
ワ
ン
二
世
を
ア
レ
ッ
ポ
か
ら
シ
ャ
イ
ザ
ル
へ
運
ん
だ
。

つ
い
で
シ
ャ
イ
ザ
ル
に
十
字
軍
側
の
子
供
た
ち
一
二
人
を
人
質
と
し
て
留
め
た
の
ち
、
ボ
ー
ド
ワ
ン
二
世
を
釈
放
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
と
き

身
代
金
の
前
払
金
の
二
万
デ
ィ
ー
ナ
ー
ル
が
ボ
ー
ド
ワ
ン
二
世
か
ら
支
払
わ
れ
た(((

(

。

　

と
こ
ろ
が
、
ボ
ー
ド
ワ
ン
二
世
は
釈
放
さ
れ
る
と
テ
ィ
ム
ル
タ
ー
シ
ュ
と
の
協
定
を
破
棄
し
、
ヒ
ッ
ラ
の
領
主
ド
ゥ
バ
イ
ス
・
ブ
ン
・
サ
ダ

カ
と
軍
事
同
盟
を
結
ん
で
ア
レ
ッ
ポ
を
攻
撃
し
た
。
こ
の
軍
事
同
盟
の
仲
介
者
が
カ
ル
ア
ト
・
ジ
ャ
ウ
バ
ル
の
領
主
マ
ー
リ
ク
・
ブ
ン
・
サ
ー

リ
ム
で
あ
る(((

(

。
こ
の
軍
事
同
盟
は
、
ボ
ー
ド
ワ
ン
二
世
と
ド
ゥ
バ
イ
ス
の
他
に
、
ジ
ョ
ス
リ
ー
ン
一
世
、
リ
ド
ワ
ー
ン
王
の
息
子
の
ス
ル
タ
ー

ン
・
シ
ャ
ー
、
マ
ー
リ
ク
の
息
子
の
ア
リ
ー
な
ど
ア
レ
ッ
ポ
を
狙
う
十
字
軍
と
ム
ス
リ
ム
か
ら
成
り
、
ア
レ
ッ
ポ
の
包
囲
は
半
年
間
続
い
た(((

(

。

攻
撃
は
不
成
功
に
終
わ
っ
た
も
の
の
、
ア
レ
ッ
ポ
を
支
配
し
て
い
た
ア
ル
ト
ゥ
ク
一
族
の
テ
ィ
ム
ル
タ
ー
シ
ュ
政
権
が
崩
壊
す
る
と
い
う
事
態

に
至
っ
た
。
こ
の
軍
事
同
盟
に
先
立
っ
て
、
ボ
ー
ド
ワ
ン
二
世
と
ド
ゥ
バ
イ
ス
・
ブ
ン
・
サ
ダ
カ
の
間
で
成
功
時
の
ア
レ
ッ
ポ
の
権
利
の
分
配

に
関
す
る
密
約
が
取
り
決
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
仲
介
を
し
た
の
も
マ
ー
リ
ク
・
ブ
ン
・
サ
ー
リ
ム
で
あ
っ
た
。
こ
の
密
約
の
内
容
は
、
ア
レ
ッ

ポ
の
政
権
そ
の
も
の
は
ド
ゥ
バ
イ
ス
が
取
り
、
十
字
軍
は
ア
レ
ッ
ポ
の
財
産
と
ア
レ
ッ
ポ
領
の
村
々
を
取
る
と
い
う
取
り
決
め
で
あ
る
。
こ
の

密
約
に
基
づ
く
軍
事
同
盟
に
は
、
マ
ー
リ
ク
の
息
子
ア
リ
ー
が
参
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
マ
ー
リ
ク
・
ブ
ン
・
サ
ー
リ
ム
自
身
も
ア
レ
ッ
ポ
獲

得
に
際
し
て
の
何
ら
か
の
取
り
分
を
想
定
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
が
、
ボ
ー
ド
ワ
ン
二
世
釈
放
の
仲
介
を
し
た
ム
ン
キ
ズ
一
族
が
こ
の
ア

レ
ッ
ポ
攻
撃
に
関
与
し
て
い
る
形
跡
は
見
ら
れ
な
い
。
約
半
年
の
ア
レ
ッ
ポ
包
囲
の
間
、
人
質
と
し
て
シ
ャ
イ
ザ
ル
に
留
め
お
い
た
十
字
軍
の

一
二
人
の
子
供
た
ち
と
ア
レ
ッ
ポ
に
人
質
と
し
て
送
ら
れ
た
ム
ン
キ
ズ
一
族
の
子
供
た
ち
の
処
遇
は
そ
の
ま
ま
で
あ
っ
た
。
ス
ル
タ
ー
ン
・
ブ
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ン
・
ム
ン
キ
ズ
は
仲
裁
人
と
し
て
の
立
場
を
貫
き
、
中
立
を
保
っ
た
の
で
あ
る(((

(

。

第
二
章　

勢
力
均
衡
構
図
と
シ
リ
ア
小
都
市

　

前
章
で
検
討
し
た
外
交
交
渉
は
、
四
つ
の
小
都
市
に
関
す
る
も
の
に
限
っ
て
お
り
、
一
二
世
紀
最
初
の
約
三
〇
年
間
に
生
成
さ
れ
た
シ
リ
ア

の
勢
力
均
衡
構
図
の
全
体
像
を
あ
ら
わ
す
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
戦
乱
期
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
小
さ
な
都
市
の
、
い
わ
ば
生
き
残
り
作
戦

と
も
い
う
べ
き
動
静
の
中
に
、
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
構
図
に
着
目
し
た
い
。

（
１
）
独
自
の
軍
隊
の
存
在

　

こ
れ
ら
四
つ
の
小
都
市
の
外
交
交
渉
の
中
で
、
ア
ザ
ー
ズ
の
み
が
性
格
が
異
な
る
。
反
乱
に
失
敗
し
た
二
人
の
ア
ミ
ー
ル
出
身
の
ワ
ー
リ
ー

た
ち
は
十
字
軍
へ
軍
隊
の
派
遣
要
請
を
行
な
っ
た
が
、
ア
レ
ッ
ポ
に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
て
い
る
ワ
ー
リ
ー
の
立
場
は
弱
く(((

(

、
ア
レ
ッ
ポ
軍
の
出

動
に
際
し
て
持
ち
こ
た
え
る
だ
け
の
軍
事
力
を
持
た
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
十
字
軍
へ
の
引
き
渡
し
が
実
行
さ
れ
た
三
回
目
の
交
渉
（
五
一

一
／
一
一
一
八
年
）
を
行
な
っ
た
の
は
、「
ア
ザ
ー
ズ
に
住
む
人
々 m

an bi ̒
A

z. āz.

」（
（（
（

で
あ
り
、
主
導
者
は
は
っ
き
り
し
な
い
。
五
一
〇
／

一
一
一
六
─
一
七
年
以
降
の
ア
レ
ッ
ポ
の
政
権
混
乱
期
に
お
い
て
、
ア
ザ
ー
ズ
へ
の
ワ
ー
リ
ー
の
派
遣
や
統
治
が
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
た
か

は
不
明
で
あ
る
が
、
独
自
の
軍
隊
を
も
た
な
い
農
業
地
ア
ザ
ー
ズ
に
と
っ
て
、
と
も
か
く
も
生
活
の
糧
で
あ
る
農
業
が
で
き
る
環
境
を
保
証
し

て
く
れ
る
主
権
者
を
選
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。
以
後
は
、
ア
ザ
ー
ズ
自
ら
が
主
導
す
る
外
交
交
渉
は
な
く
、
勢
力
均
衡
構
図
の
中
で
十
字
軍
へ
帰

属
し
続
け
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る

（
（（
（

。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
他
の
三
都
市
は
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
軍
隊
を
持
っ
て
い
た
。
前
述
の
よ
う
に
マ
ン
ビ
ジ
ュ
は
テ
ル
・
バ
ー
シ
ル
へ
の
ジ
ハ
ー
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ド
が
可
能
な
軍
隊
を
持
ち
、
カ
ル
ア
ト
・
ジ
ャ
ウ
バ
ル
に
は
ア
レ
ッ
ポ
包
囲
戦
に
参
加
す
る
だ
け
の
軍
隊
が
あ
っ
た
。
シ
ャ
イ
ザ
ル
に
つ
い
て

は
、前
述
の
外
交
交
渉
の
中
に
は
見
え
な
い
が
、史
料
中
に
は
、対
十
字
軍
戦
出
兵
の
記
述
が
見
ら
れ
る
。
五
〇
五
／
一
一
一
一
年
セ
ル
ジ
ュ
ー

ク
朝
ス
ル
タ
ン
・
ム
ハ
ン
マ
ド
の
提
唱
す
る
四
回
目
の
ジ
ハ
ー
ド
が
シ
リ
ア
で
立
ち
消
え
に
な
っ
た
こ
と
を
聞
き
つ
け
て
十
字
軍
が
大
挙
し
て

ア
フ
ァ
ー
ミ
ー
ヤ
付
近
に
集
結
し
た
。
イ
ェ
ル
サ
レ
ム
王
ボ
ー
ド
ワ
ン
一
世
、
ア
ン
テ
ィ
オ
キ
ア
公
代
理
タ
ン
ク
レ
ッ
ド
、
ト
リ
ポ
リ
伯
ベ
ル

ト
ラ
ン
の
連
合
軍
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
十
字
軍
の
シ
ャ
イ
ザ
ル
へ
の
侵
攻
を
恐
れ
た
領
主
ス
ル
タ
ー
ン
・
ブ
ン
・
ム
ン
キ
ズ
は
、
ジ
ハ
ー

ド
立
ち
消
え
後
も
シ
リ
ア
に
残
っ
て
い
た
モ
ー
ス
ル
の
領
主
マ
ウ
ド
ゥ
ー
ド
と
ダ
マ
ス
ク
ス
の
領
主
ト
ゥ
グ
タ
キ
ー
ン
へ
援
軍
を
求
め
、
進
軍

し
た

（
（（
（

。
ま
た
、
五
〇
九
／
一
一
一
五
─
一
六
年
、
ス
ル
タ
ン
提
唱
の
六
回
目
の
ジ
ハ
ー
ド
の
際
に
は
、
領
主
ス
ル
タ
ー
ン
・
ブ
ン
・
ム
ン
キ
ズ

の
兄
ム
ル
シ
ド
が
兵
を
率
い
て
ス
ル
タ
ン
の
ジ
ハ
ー
ド
軍
に
加
わ
り
、
十
字
軍
領
と
な
っ
て
い
た
カ
フ
ァ
ル
タ
ー
ブ
を
攻
め
て
い
る

（
（（
（

。
こ
れ
ら

の
攻
撃
に
伴
っ
た
兵
力
に
関
し
て
史
料
で
は
「
ム
ン
キ
ズ
の
軍
隊
と
そ
の
市
民

（
（（
（

」
と
い
う
表
現
が
も
ち
い
ら
れ
て
い
る
。
シ
ャ
イ
ザ
ル
の
北
方

に
あ
る
カ
フ
ァ
ル
タ
ー
ブ
と
北
東
の
ア
フ
ァ
ー
ミ
ー
ヤ
の
二
つ
の
十
字
軍
領
と
シ
ャ
イ
ザ
ル
の
間
の
土
地
は
畑
作
に
適
し
て
お
り
、
オ
リ
ー
ブ

林
も
あ
っ
た
。
こ
の
地
帯
に
は
、
穀
物
や
綿
の
略
奪
に
で
か
け
る
こ
と
も
あ
り
、
護
衛
役
の
数
十
名
の
騎
士
が
率
い
て
い
た
の
は
農
民
と
貧
困

者
た
ち
の
集
団
で
あ
る

（
（（
（

。
こ
の
よ
う
な
シ
ャ
イ
ザ
ル
の
軍
事
行
動
か
ら
は
、
正
規
軍
と
領
主
の
意
向
に
よ
っ
て
行
動
を
と
も
に
す
る
民
兵
の
存

在
が
く
み
と
れ
る
。

（
２
）
両
勢
力
を
つ
な
ぐ
人
脈

　

ア
ザ
ー
ズ
を
除
く
三
つ
の
小
都
市
の
外
交
交
渉
に
登
場
す
る
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
は
、ボ
ー
ド
ワ
ン
二
世
と
そ
の
甥
ジ
ョ
ス
リ
ー
ン
一
世
で
あ
る
。

前
述
の
よ
う
に
両
者
と
も
二
回
の
捕
虜
体
験
が
あ
っ
た
。
一
回
目
は
四
九
七
／
一
一
〇
四
年
ハ
ッ
ラ
ー
ン
の
戦
い
の
後
に
、
二
回
目
は
五
一
七

／
一
一
二
三
年
ジ
ャ
ジ
ー
ラ
北
方
で
捕
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
ボ
ー
ド
ワ
ン
二
世
の
監
禁
場
所
と
期
間
は
、一
回
目
が
モ
ー
ス
ル
と
カ
ル
ア
ト
・
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ジ
ャ
ウ
バ
ル
で
通
算
約
五
年
間
、
二
回
目
は
ハ
ル
タ
ビ
ル
ト
、
ハ
ッ
ラ
ー
ン
、
ア
レ
ッ
ポ
、
シ
ャ
イ
ザ
ル
と
場
所
が
変
わ
り
約
一
年
半
に
わ
た
っ

た
。
ジ
ョ
ス
リ
ー
ン
一
世
は
、
一
回
目
は
先
に
身
代
金
を
支
払
い
釈
放
さ
れ
、
二
回
目
は
単
独
脱
出
し
た
た
め
監
禁
期
間
は
短
い
が
、
一
回
目

は
そ
の
後
の
交
渉
に
あ
た
っ
た
た
め
、
カ
ル
ア
ト
・
ジ
ャ
ウ
バ
ル
や
モ
ー
ス
ル
を
行
き
来
し
て
い
る
。

　

ボ
ー
ド
ワ
ン
二
世
の
一
回
目
の
監
禁
時
に
は
エ
デ
ッ
サ
伯
で
あ
る
ボ
ー
ド
ワ
ン
二
世
の
下
で
ジ
ョ
ス
リ
ー
ン
二
世
が
テ
ル
・
バ
ー
シ
ル
を
治

め
て
お
り
、
二
人
の
勢
力
範
囲
は
シ
リ
ア
と
ジ
ャ
ジ
ー
ラ
に
ま
た
が
る
エ
デ
ッ
サ
伯
国
内
で
あ
っ
た
が
、
二
回
目
の
監
禁
時
に
は
、
ボ
ー
ド
ワ

ン
二
世
は
イ
ェ
ル
サ
レ
ム
王
と
ア
ン
テ
ィ
オ
キ
ア
公
を
兼
ね
、
ジ
ョ
ス
リ
ー
ン
二
世
は
エ
デ
ッ
サ
伯
（
テ
ル
・
バ
ー
シ
ル
を
含
む
）
と
な
っ
て

お
り
、
二
人
で
ほ
ぼ
シ
リ
ア
全
体
の
十
字
軍
を
束
ね
て
い
た
。

　

前
章
で
検
討
し
た
マ
ン
ビ
ジ
ュ
と
ジ
ョ
ス
リ
ー
ン
一
世
と
の
軍
事
同
盟
の
成
立
は
、
ア
レ
ッ
ポ
の
領
主
バ
ラ
ク

（
（（
（

が
ボ
ー
ド
ワ
ン
二
世
を
ハ
ッ

ラ
ー
ン
か
ら
ア
レ
ッ
ポ
に
移
送
し
て
ま
も
な
く
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
ジ
ョ
ス
リ
ー
ン
一
世
は
、
ア
レ
ッ
ポ
の
カ
ル
ア
（
城
砦
）
に
監

禁
さ
れ
て
い
る
ボ
ー
ド
ワ
ン
二
世
の
救
出
を
試
み
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。こ
の
た
め
ジ
ョ
ス
リ
ー
ン
一
世
と
バ
ラ
ク
は
、ア
レ
ッ

ポ
周
辺
で
攻
防
を
繰
り
返
し
、
緊
張
関
係
に
あ
っ
た

（
（（
（

。
こ
の
中
で
起
こ
っ
た
マ
ン
ビ
ジ
ュ
事
件
に
続
く
軍
事
同
盟
締
結
以
前
に
も
マ
ン
ビ
ジ
ュ

と
ジ
ョ
ス
リ
ー
ン
一
世
の
間
に
何
ら
か
の
交
渉
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
後
年
ザ
ン
ギ
ー
の
も
と
に
下
っ
た
マ
ン
ビ
ジ
ュ
の

ハ
ッ
サ
ー
ン
が
、
五
四
一
／
一
一
四
六
年
カ
ル
ア
ト
・
ジ
ャ
ウ
バ
ル
へ
の
引
き
渡
し
交
渉
の
使
者
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
の
は
、「
両
者
の
間
に

あ
る
友
情
」を
梃
子
に
す
る
よ
う
に
と
い
う
ザ
ン
ギ
ー
の
指
示
で
あ
っ
た

（
（（
（

。
十
字
軍
と
の
親
交
の
深
い
カ
ル
ア
ト
・
ジ
ャ
ウ
バ
ル
と
マ
ン
ビ
ジ
ュ

と
の
つ
き
あ
い
が
早
く
か
ら
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
マ
ン
ビ
ジ
ュ
と
十
字
軍
と
の
親
交
は
こ
の
同
盟
以
前
に
遡
る
可
能
性
も
あ
る
。

　

カ
ル
ア
ト
・
ジ
ャ
ウ
バ
ル
で
は
、
少
な
く
と
も
一
回
目
の
捕
虜
釈
放
交
渉
の
仲
介
を
し
た
時
点
か
ら
、
ボ
ー
ド
ワ
ン
二
世
や
ジ
ョ
ス
リ
ー
ン

一
世
と
の
つ
き
あ
い
が
始
ま
っ
て
い
た

（
（（
（

。
一
方
、
ユ
ー
フ
ラ
テ
ス
川
中
流
の
ヒ
ッ
ラ
の
領
主
ド
ゥ
バ
イ
ス
・
ブ
ン
・
サ
ダ
カ
は
、
セ
ル
ジ
ュ
ー

ク
朝
ス
ル
タ
ン
と
の
確
執
か
ら
活
路
を
シ
リ
ア
に
見
い
出
そ
う
と
機
会
を
伺
っ
て
い
た
が
、ス
ル
タ
ン
等
と
の
衝
突
の
た
び
に
カ
ル
ア
ト
・
ジ
ャ

ウ
バ
ル
に
身
を
寄
せ
、
マ
ー
リ
ク
・
ブ
ン
・
サ
ー
リ
ム
を
頼
っ
て
い
た

（
（（
（

。
ま
た
、
か
つ
て
の
ア
レ
ッ
ポ
王
ス
ル
タ
ー
ン
・
シ
ャ
ー
も
一
時
的
に
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カ
ル
ア
ト
・
ジ
ャ
ウ
バ
ル
に
亡
命
し
て
い
た

（
（（
（

。
マ
ー
リ
ク
・
ブ
ン
・
サ
ー
リ
ム
が
こ
れ
ら
の
滞
在
者
た
ち
を
結
び
つ
け
た
の
が
五
一
八
／
一
一

二
四
年
に
行
な
わ
れ
た
ア
レ
ッ
ポ
攻
撃
の
た
め
の
軍
事
同
盟
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
軍
事
同
盟
が
成
立
す
る
も
と
に
な
っ
た

ボ
ー
ド
ワ
ン
二
世
の
釈
放
交
渉
を
引
き
受
け
た
シ
ャ
イ
ザ
ル
と
、
こ
の
カ
ル
ア
ト
・
ジ
ャ
ウ
バ
ル
の
接
点
は
外
交
交
渉
中
に
は
見
ら
れ
な
い
。

し
か
し
、
シ
ャ
イ
ザ
ル
の
領
主
ス
ル
タ
ー
ン
・
ブ
ン
・
ム
ン
キ
ズ
の
甥
ウ
サ
ー
マ
・
ブ
ン
・
ム
ン
キ
ズ
に
よ
る
と
、「［
カ
ル
ア
ト
・
ジ
ャ
ウ
バ

ル
の
］
シ
ハ
ー
ブ
・
ア
ッ
デ
ィ
ー
ン
・
マ
ー
リ
ク
と
、
父
ム
ル
シ
ド
（
ス
ル
タ
ー
ン
・
ブ
ン
・
ム
ン
キ
ズ
の
兄
で
前
領
主
）
と
の
間
に
は
、
親

密
な
つ
き
あ
い
と
手
紙
や
使
者
の
往
来
が
あ
っ
た
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る

（
（（
（

。

　

ま
た
、
前
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
シ
ャ
イ
ザ
ル
は
ア
ン
テ
ィ
オ
キ
ア
の
十
字
軍
と
貢
納
金
協
定
を
長
期
的
に
継
続
し
て
い
た
が
、
そ
の
裏
に

は
十
字
軍
へ
の
便
宜
の
供
与
が
見
ら
れ
た
。
ア
ン
テ
ィ
オ
キ
ア
の
領
主
シ
ー
ル
・
ロ
ジ
ャ
ー
が
イ
ェ
ル
サ
レ
ム
へ
あ
て
た
密
使
が
十
字
軍
地
域

の
ア
フ
ァ
ー
ミ
ー
ヤ
と
ラ
フ
ァ
ニ
ー
ヤ
と
の
間
に
あ
る
シ
ャ
イ
ザ
ル
周
辺
の
ム
ス
リ
ム
地
域
を
通
行
で
き
る
よ
う
に
護
衛
を
引
き
受
け
た
の
で

あ
る
。
ま
た
ア
ン
テ
ィ
オ
キ
ア
の
十
字
軍
側
か
ら
の
働
き
か
け
も
み
ら
れ
る
。
ボ
ー
ド
ワ
ン
二
世
は
二
回
目
の
釈
放
後
、
シ
ャ
イ
ザ
ル
が
負
っ

て
い
た
ア
ン
テ
ィ
オ
キ
ア
へ
の
負
債
を
免
除
す
る
な
ど
の
利
益
供
与
を
行
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る

（
（（
（

。
十
字
軍
と
シ
リ
ア
の
小
都
市
と
の
間
の
外

交
交
渉
に
は
、
便
宜
供
与
や
、
ボ
ー
ド
ワ
ン
二
世
等
の
十
字
軍
指
導
者
の
捕
虜
経
験
の
間
に
作
ら
れ
た
親
交
が
大
き
く
働
い
て
い
た
の
で
あ
ろ

う
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
小
都
市
が
こ
の
よ
う
な
動
き
を
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
の
に
は
、
そ
の
所
在
地
の
地
理
的
要
素
も
働
い
て
い
た
。

次
節
で
検
討
す
る
。

（
３
）
立
地
条
件

　

カ
ル
ア
ト
・
ジ
ャ
ウ
バ
ル
は
ア
レ
ッ
ポ
か
ら
の
亡
命
者
を
相
次
い
で
受
入
れ
て
い
る
。［
表
］
が
そ
の
一
覧
で
あ
る
。
と
も
に
ラ
イ
ー
ス
職（

（（
（

に
あ
っ
た
バ
デ
ィ
ー
ウ
一
族
の
サ
ー
イ
ド
と
フ
ァ
ダ
ー
イ
ル
（
①
、
⑤
）
お
よ
び
、
ワ
ズ
ィ
ー
ル
（
宰
相
）
職
に
あ
っ
た
ア
ブ
ー
・
ア
ル
フ
ァ
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ド
ル
（
②
）
は
、
政
権
交
替
に
際
し
て
新
政
権
か
ら
の
逮
捕
・
没
収
・
追
放
の
処
分
を

受
け
、
あ
る
い
は
処
分
を
恐
れ
て
カ
ル
ア
ト
・
ジ
ャ
ウ
バ
ル
に
亡
命
し
て
い
る
。
ま
た
、

イ
ー
ル
ガ
ー
ジ
ー
の
ナ
ー
イ
ブ
（
代
理
）
で
あ
っ
た
息
子
の
ス
ラ
イ
マ
ー
ン
に
よ
っ
て

カ
ル
ア
ト
・
ジ
ャ
ウ
バ
ル
に
追
放
さ
れ
た
ア
レ
ッ
ポ
王
の
ス
ル
タ
ー
ン
・
シ
ャ
ー
と
そ

の
弟
イ
ブ
ラ
ー
ヒ
ー
ム
ほ
か
（
③
）
は
、
ス
ラ
イ
マ
ー
ン
の
反
乱
を
お
さ
め
た
父
イ
ー

ル
ガ
ー
ジ
ー
に
よ
っ
て
ほ
ど
な
く
ア
レ
ッ
ポ
に
戻
さ
れ
て
い
る
。
ア
レ
ッ
ポ
の
ヤ
コ
ブ

派
教
会
の
司
教
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
者
（
④
）
が
カ
ル
ア
ト
・
ジ
ャ
ウ
バ
ル
に
亡
命

し
て
い
る
が
、こ
れ
は
、バ
ラ
ク
に
よ
っ
て
捕
え
ら
れ
た
ボ
ー
ド
ワ
ン
二
世
が
ハ
ッ
ラ
ー

ン
に
監
禁
さ
れ
て
い
た
五
一
七
／
一
一
二
三
─
二
四
年
の
こ
と
で
あ
っ
た

（
（（
（

。
ボ
ー
ド
ワ

ン
二
世
救
出
の
た
め
に
バ
ラ
ク
を
威
嚇
す
る
ジ
ョ
ス
リ
ー
ン
一
世
が
、
ア
レ
ッ
ポ
周
辺

の
モ
ス
ク
や
マ
シ
ュ
ハ
ド
を
破
壊
し
た
こ
と
に
対
し
、
ア
レ
ッ
ポ
の
カ
ー
デ
ィ
ー
、
イ

ブ
ン
・
ア
ル
ハ
ッ
シ
ャ
ー
ブ
が
こ
れ
ら
の
モ
ス
ク
等
の
修
復
を
ア
レ
ッ
ポ
の
ヤ
コ
ブ
派

と
メ
ル
キ
ト
派
（
ギ
リ
シ
ア
正
教
）
の
司
教
た
ち
に
命
じ
た
が
、
拒
絶
さ
れ
た
た
め
に

キ
リ
ス
ト
教
会
の
内
部
を
破
壊
し
て
ミ
フ
ラ
ー
ブ
を
設
け
、
モ
ス
ク
に
転
用
し
た
。
ヤ

コ
ブ
派
と
メ
ル
キ
ト
派
教
会
の
ほ
か
に
ネ
ス
ト
リ
ウ
ス
派
教
会
に
対
し
て
も
同
様
で

あ
っ
た
。
教
会
や
修
道
院
の
居
室
も
破
壊
さ
れ
た
た
め
、
メ
ル
キ
ト
派
は
ア
ン
テ
ィ
オ

キ
ア
へ
、
ヤ
コ
ブ
派
は
カ
ル
ア
ト
・
ジ
ャ
ウ
バ
ル
へ
逃
げ
た
の
で
あ
る

（
（（
（

。
多
様
な
亡
命

者
た
ち
の
カ
ル
ア
ト
・
ジ
ャ
ウ
バ
ル
で
の
滞
在
は
、
永
久
的
な
も
の
で
は
な
く
、
み
ず

か
ら
の
政
治
生
命
の
復
活
を
狙
う
ま
で
の
一
時
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。カ
ル
ア
ト
・
ジ
ャ
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ウ
バ
ル
が
ア
レ
ッ
ポ
方
面
か
ら
の
亡
命
地
と
な
っ
た
理
由
に
つ
い
て
は
、
シ
リ
ア
か
ら
距
離
が
あ
り
、
ユ
ー
フ
ラ
テ
ス
川
左
岸
（
東
岸
）
に
位

置
す
る
た
め
渡
渉
を
要
す
る
と
い
う
地
理
的
な
条
件
と
独
立
領
主
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
緩
衝
地
帯
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
、
ア
レ
ッ
ポ
政
権

か
ら
の
亡
命
者
受
入
れ
を
容
易
に
し
た
の
で
あ
ろ
う

（
（（
（

。

　

ユ
ー
フ
ラ
テ
ス
川
上
流
の
お
も
な
渡
渉
地
点
は
、
カ
ル
ア
ト
・
ジ
ャ
ウ
バ
ル
の
他
に
、
北
か
ら
ビ
ー
ラ
（
左
岸
）、
カ
ル
ア
ト
・
ナ
ジ
ム
（
右

岸
）、
バ
ー
リ
ス
（
右
岸
）、
ラ
ッ
カ
（
左
岸
）
な
ど
で
あ
る
。
ビ
ー
ラ
は
、
ル
ハ
ー
（
エ
デ
ッ
サ
）
と
テ
ル
・
バ
ー
シ
ル
を
結
ん
で
ア
ン
テ
ィ

オ
キ
ア
へ
の
交
通
路
を
成
し
、
マ
ン
ビ
ジ
ュ
の
勢
力
下
に
あ
る
こ
と
の
多
か
っ
た
カ
ル
ア
ト
・
ナ
ジ
ム
は
、
ジ
ャ
ジ
ー
ラ
の
ナ
シ
ー
ビ
ー
ン
や

ハ
ッ
ラ
ー
ン
と
マ
ン
ビ
ジ
ュ
を
結
ぶ
ル
ー
ト
上
に
あ
る
。
ま
た
バ
ー
リ
ス
は
ジ
ャ
ジ
ー
ラ
か
ら
ア
レ
ッ
ポ
へ
の
最
短
ル
ー
ト
を
形
成
す
る
渡
渉

地
点
で
あ
り
、
川
港
と
し
て
も
優
れ
て
い
た
。
ラ
ッ
カ
は
、
ダ
マ
ス
ク
ス
へ
の
直
行
ル
ー
ト
の
他
、
シ
リ
ア
と
ジ
ャ
ジ
ー
ラ
の
複
数
の
交
通
路

の
結
節
点
で
あ
っ
た

（
（（
（

。
こ
の
う
ち
の
バ
ー
リ
ス
と
ラ
ッ
カ
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
カ
ル
ア
ト
・
ジ
ャ
ウ
バ
ル
と
と
も
に
ウ
カ
イ
ル
一
族
が
セ
ル

ジ
ュ
ー
ク
朝
ス
ル
タ
ン
か
ら
、
ア
レ
ッ
ポ
放
棄
の
代
償
と
し
て
得
た
も
の
で
あ
る
。

　

ユ
ー
フ
ラ
テ
ス
川
右
岸
の
稜
障
の
上
に
建
て
ら
れ
た
カ
ル
ア
ト
・
ジ
ャ
ウ
バ
ル
（
ジ
ャ
ウ
バ
ル
城
塞
）
は
、
バ
ー
リ
ス
と
ラ
ッ
カ
の
中
間
の

要
害
の
地
で
あ
り
、
ウ
カ
イ
ル
一
族
の
本
拠
地
と
し
て
の
守
り
も
固
か
っ
た
。
し
か
し
、
バ
ー
リ
ス
に
関
し
て
は
、
シ
リ
ア
と
ジ
ャ
ジ
ー
ラ
の

複
数
の
勢
力
の
間
で
領
有
権
が
移
動
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
ウ
カ
イ
ル
一
族
の
手
を
離
れ
た
あ
と
に
、
モ
ー
ス
ル
の
領
主
ジ
ャ
ー
ワ
リ
ー
の
一

時
的
領
有
を
は
さ
ん
で
、
ア
レ
ッ
ポ
の
リ
ド
ワ
ー
ン
王
が
領
有
し
て
い
た
が
、
ア
レ
ッ
ポ
の
政
権
の
混
乱
の
中
で
、
五
一
一
／
一
一
一
七
年
、

ア
レ
ッ
ポ
市
民
は
、
ア
レ
ッ
ポ
の
政
権
奪
取
を
狙
う
イ
ー
ル
ガ
ー
ジ
ー
・
ブ
ン
・
ア
ル
ト
ゥ
ク
に
、
牽
制
策
と
し
て
バ
ー
リ
ス
を
差
し
出
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
ア
レ
ッ
ポ
獲
得
の
交
渉
が
す
す
ま
な
い
た
め
、
イ
ー
ル
ガ
ー
ジ
ー
は
そ
の
バ
ー
リ
ス
を
カ
ル
ア
ト
・
ジ
ャ
ウ
バ
ル
の
マ
ー
リ
ク
・

ブ
ン
・
サ
ー
リ
ム
に
売
却
し
た
。
バ
ー
リ
ス
は
約
二
〇
年
ぶ
り
に
再
び
カ
ル
ア
ト
・
ジ
ャ
ウ
バ
ル
の
ウ
カ
イ
ル
一
族
の
領
有
と
な
っ
た
の
で
あ

る
。
五
一
六
／
一
一
二
二
年
、
ア
レ
ッ
ポ
を
支
配
し
て
い
た
イ
ー
ル
ガ
ー
ジ
ー

（
（（
（

が
死
亡
す
る
と
、
十
字
軍
は
ユ
ー
フ
ラ
テ
ス
川
沿
岸
地
域
の
各

所
に
侵
攻
し
た
。
ジ
ャ
ジ
ー
ラ
地
方
に
本
拠
地
が
あ
り
、
ア
レ
ッ
ポ
の
政
権
を
併
せ
持
つ
ア
ル
ト
ゥ
ク
一
族

（
（（
（

の
間
で
後
継
者
の
新
政
権
が
安
定
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す
る
ま
で
の
約
半
年
間
の
混
乱
の
隙
を
つ
い
て
の
こ
と
で
あ
る
。
ア
ン
テ
ィ
オ
キ
ア
の
ボ
ー
ド
ワ
ン
二
世
は
、
ビ
ー
ラ
と
バ
ー
リ
ス
を
攻
撃
し

た
。
こ
の
二
カ
所
の
渡
渉
地
点
へ
の
十
字
軍
の
攻
撃
と
ム
ス
リ
ム
の
防
衛
の
方
法
の
中
に
各
勢
力
の
政
策
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
十
字
軍
は

ビ
ー
ラ
に
は
引
き
渡
し
の
要
求
を
し
た
が
、
バ
ー
リ
ス
に
は
複
数
基
の
投
石
機
を
用
い
る
大
規
模
な
攻
撃
を
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
時
金

の
要
求
を
す
る
に
留
ま
っ
て
い
る
。
一
方
、
ム
ス
リ
ム
側
の
防
衛
で
は
、
ビ
ー
ラ
へ
は
他
の
ム
ス
リ
ム
勢
力
か
ら
の
援
軍
派
遣
の
形
跡
は
な
く

十
字
軍
へ
の
引
き
渡
し
が
実
行
さ
れ
た
が
、
バ
ー
リ
ス
で
は
ジ
ャ
ジ
ー
ラ
地
方
の
ア
ル
ト
ゥ
ク
一
族
、
ア
レ
ッ
ポ
か
ら
の
援
軍
、
バ
ー
リ
ス
の

市
民
や
馬
と
い
わ
ば
総
出
で
十
字
軍
に
立
ち
向
か
い
、
ボ
ー
ド
ワ
ン
二
世
の
敗
退
に
終
わ
っ
て
い
る

（
（（
（

。

　

新
し
い
領
土
の
領
有
に
は
、支
配
権
を
浸
透
さ
せ
る
た
め
に
軍
隊
や
監
督
者
の
派
遣
が
必
要
で
あ
る
。
十
字
軍
に
と
っ
て
ビ
ー
ラ
の
領
有
は
、

シ
リ
ア
と
ジ
ャ
ジ
ー
ラ
に
分
か
れ
て
い
る
エ
デ
ッ
サ
伯
国
を
つ
な
ぐ
渡
渉
地
点
の
確
保
と
い
う
利
点
の
上
に
、
領
土
が
近
く
防
衛
面
で
の
負
担

の
少
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
バ
ー
リ
ス
は
通
商
路
と
し
て
の
利
便
性
は
認
め
ら
れ
る
が

（
（（
（

、
十
字
軍
に
と
っ
て
は
飛
び
地
の
領

土
と
な
る
た
め
、
支
配
を
定
着
さ
せ
る
こ
と
が
難
し
い
。
ま
た
、
か
つ
て
ボ
ー
ド
ワ
ン
二
世
と
ジ
ョ
ス
リ
ー
ン
一
世
の
解
放
交
渉
の
仲
介
役
を

つ
と
め
た
カ
ル
ア
ト
・
ジ
ャ
ウ
バ
ル
の
マ
ー
リ
ク
の
所
有
す
る
バ
ー
リ
ス
を
奪
う
つ
も
り
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、
マ
ー
リ
ク
側

が
こ
の
一
時
金
要
求
に
応
じ
な
か
っ
た
理
由
と
し
て
、
イ
ブ
ン
・
ア
ル
ア
デ
ィ
ー
ム
は
「
ボ
ー
ド
ワ
ン
二
世
の
要
求
が
過
度
で
あ
っ
た
た
め

（
（（
（

」

と
述
べ
て
い
る
。
ボ
ー
ド
ワ
ン
二
世
が
あ
え
て
大
き
な
課
金
を
試
み
た
の
は
、
ア
レ
ッ
ポ
と
ジ
ャ
ジ
ー
ラ
を
支
配
す
る
ア
ル
ト
ゥ
ク
一
族
の
代

替
わ
り
の
混
乱
期
に
は
バ
ー
リ
ス
や
そ
の
領
主
で
あ
る
カ
ル
ア
ト
・
ジ
ャ
ウ
バ
ル
に
は
援
軍
が
来
な
い
と
考
え
た
か
、
あ
る
い
は
カ
ル
ア
ト
・

ジ
ャ
ウ
バ
ル
の
勢
力
が
大
き
く
な
り
す
ぎ
な
い
よ
う
に
と
考
え
た
か
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
可
能
性
は
大
き
い
。

　

こ
の
バ
ー
リ
ス
包
囲
か
ら
半
年
も
た
た
な
い
う
ち
に
、
ボ
ー
ド
ワ
ン
二
世
は
、
再
び
捕
虜
と
な
り
そ
の
約
二
年
半
後
、
五
一
八
／
一
一
二
四

年
の
釈
放
直
後
に
、
カ
ル
ア
ト
・
ジ
ャ
ウ
バ
ル
の
マ
ー
リ
ク
・
ブ
ン
・
サ
ー
リ
ム
の
仲
介
で
、
ア
レ
ッ
ポ
を
攻
撃
す
る
軍
事
同
盟
を
結
ん
だ
。

前
章
で
検
討
し
た
よ
う
に
、
ボ
ー
ド
ワ
ン
二
世
の
も
く
ろ
み
は
、
ア
レ
ッ
ポ
の
政
権
は
ヒ
ッ
ラ
の
領
主
ド
ゥ
バ
イ
ス
・
ブ
ン
・
サ
ダ
カ
に
渡
し

て
、
経
済
的
利
益
だ
け
を
得
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
考
え
方
は
、
バ
ー
リ
ス
攻
撃
と
同
根
で
あ
る
。
ユ
ー
フ
ラ
テ
ス
川
岸
の
渡
渉
地
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点
は
防
衛
上
有
益
で
あ
る
が
、
領
有
し
て
遠
く
か
ら
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
は
経
済
的
負
担
と
な
る
。
十
字
軍
に
と
っ
て
、
自
領
か
ら
離
れ

た
土
地
は
ム
ス
リ
ム
と
組
ん
で
そ
の
利
益
だ
け
得
る
こ
と
が
効
率
的
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
同
時
に
、
こ
の
よ
う
な
十
字
軍
と
の
外
交
関

係
を
も
つ
小
都
市
の
存
在
自
体
が
、
シ
リ
ア
の
大
都
市
と
十
字
軍
と
の
間
の
緩
衝
地
帯
の
役
目
も
果
た
し
た
。
こ
こ
に
小
都
市
の
独
立
政
権
が

存
続
す
る
余
地
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
ボ
ー
ド
ワ
ン
二
世
が
、
か
つ
て
捕
虜
釈
放
交
渉
の
仲
介
を
頼
ん
だ
カ
ル
ア
ト
・
ジ
ャ
ウ
バ
ル
の
領
有
す

る
バ
ー
リ
ス
を
包
囲
し
た
の
は
、
一
時
金
の
獲
得
と
い
う
実
利
と
、
同
時
に
そ
の
勢
力
均
衡
を
保
つ
た
め
の
牽
制
で
も
あ
っ
た
。

第
三
章　

勢
力
均
衡
構
図
の
揺
ら
ぎ
と
シ
リ
ア
小
都
市

（
１
）
ザ
ン
ギ
ー
の
シ
リ
ア
進
出
と
南
進
策
の
開
始

　

イ
マ
ー
ド
・
ア
ッ
デ
ィ
ー
ン
・
ザ
ン
ギ
ー
が
、
ア
レ
ッ
ポ
に
政
権
を
確
立
し
た
の
は
、
五
二
二
／
一
一
二
八
年
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
以
前

の
ア
レ
ッ
ポ
で
は
、
シ
リ
ア
・
セ
ル
ジ
ュ
ー
ク
朝
の
リ
ド
ワ
ー
ン
王
が
五
〇
七
／
一
一
一
三
年
に
死
亡
し
た
あ
と
、
不
安
定
な
短
期
政
権
が
続

き
、
五
一
一
／
一
一
一
七
─
一
八
年
以
降
は
、
カ
ー
デ
ィ
ー
な
ど
在
地
の
民
間
勢
力
が
中
心
と
な
っ
て
ジ
ャ
ジ
ー
ラ
地
方
か
ら
相
次
い
で
統
治

者
を
招
い
て
い
た
。
五
一
一
／
一
一
一
七
─
一
八
年
か
ら
の
イ
ー
ル
ガ
ー
ジ
ー
・
ブ
ン
・
ア
ル
ト
ゥ
ク
以
下
四
代
の
ア
ル
ト
ゥ
ク
一
族
と
五
一

八
／
一
一
二
五
年
か
ら
の
ア
ク
ス
ン
ク
ル
・
ブ
ル
ス
キ
ー
親
子
は
、
ジ
ャ
ジ
ー
ラ
か
ら
軍
事
力
を
導
入
し
て
十
字
軍
と
対
決
し
た
が
、
と
も
に

短
期
間
で
撤
退
あ
る
い
は
暗
殺
に
よ
り
挫
折
し
た
。
し
か
し
、
同
じ
ジ
ャ
ジ
ー
ラ
出
身
の
ザ
ン
ギ
ー
は
、
リ
ド
ワ
ー
ン
王
時
代
か
ら
の
勢
力
均

衡
政
策
を
継
承
せ
ず
、
ア
レ
ッ
ポ
を
拠
点
に
し
て
シ
リ
ア
南
進
策
を
繰
り
返
し
な
が
ら
勢
力
を
増
し
、
ユ
ー
フ
ラ
テ
ス
川
を
へ
だ
て
た
シ
リ
ア

と
ジ
ャ
ジ
ー
ラ
の
両
域
の
支
配
を
拡
大
し
て
い
っ
た
。
シ
リ
ア
南
部
へ
の
進
出
は
、
対
象
が
ム
ス
リ
ム
地
域
か
十
字
軍
地
域
か
を
問
わ
な
い
も

の
で
、
五
二
四
／
一
一
三
〇
年
の
ハ
マ
ー
獲
得
を
皮
切
り
に
、
ヒ
ム
ス
つ
い
で
バ
ア
ル
ベ
ク
と
ダ
マ
ス
ク
ス
政
権
下

（
（（
（

の
地
域
を
獲
得
し
、
こ
の
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間
に
十
字
軍
か
ら
は
、
バ
ー
リ
ー
ン
要
塞
、
カ
フ
ァ
ル
タ
ー
ブ
、
マ
ア
ッ
ラ
・
ア
ン
ヌ
ア
マ
ー
ン
の
農
地
を
獲
得
し
た
の
で
あ
る
。
ザ
ン
ギ
ー

の
南
進
策
は
、
そ
れ
ま
で
の
シ
リ
ア
の
勢
力
均
衡
構
図
を
崩
す
も
の
で
あ
り
、
肥
沃
な
農
業
地
域
の
収
穫
を
分
割
す
る
と
い
う
合
意
の
も
と
に

安
定
し
て
い
た
、
ダ
マ
ス
ク
ス
と
イ
ェ
ル
サ
レ
ム
王
国
の
双
方
に
と
っ
て
脅
威
と
な
っ
た

（
（（
（

。

　

本
稿
で
検
討
し
て
い
る
四
つ
の
シ
リ
ア
の
小
都
市
は
、
こ
の
ザ
ン
ギ
ー
の
登
場
と
そ
の
後
の
勢
力
均
衡
構
図
の
変
化
に
ど
の
よ
う
に
係
わ
っ

た
の
で
あ
ろ
う
か
。

（
２
）
ザ
ン
ギ
ー
の
戦
略
と
シ
リ
ア
の
小
都
市

　

⒜
マ
ン
ビ
ジ
ュ
と
カ
ル
ア
ト
・
ジ
ャ
ウ
バ
ル

　

ザ
ン
ギ
ー
は
、
ア
レ
ッ
ポ
進
出
の
前
年
の
五
二
一
／
一
一
二
七
年
、
モ
ー
ス
ル
と
ア
レ
ッ
ポ
を
ア
タ
ー
ベ
ク
と
し
て
支
配
し
て
い
た
ブ
ル
ス

キ
ー
と
そ
の
息
子
が
相
次
い
で
暗
殺
さ
れ
た
あ
と
、
旧
ブ
ル
ス
キ
ー
政
権
の
ア
ミ
ー
ル
た
ち
を
取
り
込
ん
で
セ
ル
ジ
ュ
ー
ク
朝
ス
ル
タ
ン
の
マ

フ
ム
ー
ド
に
働
き
か
け
、
モ
ー
ス
ル
と
ア
レ
ッ
ポ
の
イ
ク
タ
ー
お
よ
び
ア
タ
ー
ベ
ク
の
地
位
を
得
て
い
た

（
（（
（

。
そ
の
ザ
ン
ギ
ー
の
と
こ
ろ
へ
、
ブ

ル
ス
キ
ー
政
権
崩
壊
後
の
ア
レ
ッ
ポ
が
内
戦
状
態
で
あ
る
と
の
情
報
を
も
た
ら
し
て
、
ザ
ン
ギ
ー
の
ア
レ
ッ
ポ
進
軍
の
き
っ
か
け
を
作
っ
た
の

は
、
カ
ル
ア
ト
・
ジ
ャ
ウ
バ
ル
の
マ
ー
リ
ク
・
ブ
ン
・
サ
ー
リ
ム
で
あ
る

（
（（
（

。
ザ
ン
ギ
ー
は
こ
の
混
乱
を
政
権
確
立
の
好
機
と
捉
え
、
す
ぐ
さ
ま

側
近
の
ア
ミ
ー
ル
を
派
遣
し
て
事
前
折
衝
を
行
な
っ
た
上
で
、
ア
レ
ッ
ポ
に
進
軍
し
た
。
こ
の
進
軍
途
上
で
、
ザ
ン
ギ
ー
は
マ
ン
ビ
ジ
ュ
を
た

や
す
く
獲
得
し
た
。
マ
ン
ビ
ジ
ュ
の
領
主
ハ
ッ
サ
ー
ン
は
ア
レ
ッ
ポ
の
政
変
に
際
し
て
ア
レ
ッ
ポ
を
包
囲
し
て
お
り
、
不
在
で
あ
っ
た
の
で
あ

る
（
（（
（

。
ザ
ン
ギ
ー
に
と
っ
て
、
マ
ン
ビ
ジ
ュ
の
立
地
条
件
は
、
ジ
ャ
ジ
ー
ラ
・
シ
リ
ア
間
の
移
動
の
際
の
拠
点
と
テ
ル
・
バ
ー
シ
ル
の
十
字
軍
に

対
す
る
前
線
基
地
と
し
て
の
性
格
を
兼
ね
て
い
た
。
さ
ら
に
ア
ミ
ー
ル
（
武
将
）
の
ハ
ッ
サ
ー
ン
に
は
軍
事
力
の
供
給
源
と
し
て
の
役
割
を
担

わ
せ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
。
ハ
ッ
サ
ー
ン
は
、
ア
レ
ッ
ポ
の
統
治
権
を
獲
得
し
た
ザ
ン
ギ
ー
の
も
と
に
下
り
、
以
後
ザ
ン
ギ
ー
の
数
々
の
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遠
征
に
参
加
す
る
こ
と
に
な
っ
た

（
（（
（

。

　

一
方
、
カ
ル
ア
ト
・
ジ
ャ
ウ
バ
ル
は
、
領
主
マ
ー
リ
ク
に
よ
る
五
二
一
／
一
一
二
七
年
の
ザ
ン
ギ
ー
へ
の
情
報
提
供
の
あ
と
、
ザ
ン
ギ
ー
が

ア
レ
ッ
ポ
の
覇
権
を
獲
得
す
る
と
、
ユ
ー
フ
ラ
テ
ス
川
の
渡
渉
地
点
で
あ
る
バ
ー
リ
ス
を
ザ
ン
ギ
ー
に
売
却
し
た

（
（（
（

。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
ザ

ン
ギ
ー
寄
り
の
行
動
を
行
な
い
な
が
ら
、
こ
の
間
に
、
ザ
ン
ギ
ー
政
権
か
ら
の
亡
命
者
、
い
わ
ば
反
対
側
の
人
物
を
引
き
受
け
て
い
る
。［
表
］

の
⑤
に
示
す
フ
ァ
ダ
ー
イ
ル
・
ブ
ン
・
バ
デ
ィ
ー
ウ
は
、
ア
ル
ト
ゥ
ク
一
族
の
テ
ィ
ム
ル
タ
ー
シ
ュ
期
か
ら
ブ
ル
ス
キ
ー
政
権
ま
で
ア
レ
ッ
ポ

で
ラ
イ
ー
ス
の
地
位
に
あ
り
、
ブ
ル
ス
キ
ー
政
権
崩
壊
後
の
内
戦
状
態
の
中
で
、
ア
レ
ッ
ポ
の
人
々
の
支
持
を
受
け
て
い
た
人
物
で
あ
る

（
（（
（

。
ま

た
、
五
二
八
／
一
一
三
三
─
三
四
年
、
ザ
ン
ギ
ー
の
参
謀
役
を
つ
と
め
て
い
た
サ
ラ
ー
フ
・
ア
ッ
デ
ィ
ー
ン
・
ム
ハ
ン
マ
ド
の
不
興
を
買
っ
た

シ
ャ
ラ
フ
・
ア
ッ
デ
ィ
ー
ン
・
ハ
バ
シ
ー
（［
表
］
の
⑥
）
の
亡
命
も
受
け
入
れ
て
い
る

（
（（
（

。
ザ
ン
ギ
ー
に
よ
る
モ
ー
ス
ル
か
ら
シ
リ
ア
へ
の
勢

力
拡
大
に
伴
っ
て
、
ア
レ
ッ
ポ
へ
の
通
路
に
あ
た
る
マ
ン
ビ
ジ
ュ
の
領
主
は
前
述
の
よ
う
に
早
々
に
ザ
ン
ギ
ー
の
支
配
の
も
と
に
下
っ
た
が
、

カ
ル
ア
ト
・
ジ
ャ
ウ
バ
ル
は
し
ば
ら
く
独
立
を
保
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
五
二
九
／
一
一
三
五
年
カ
ル
ア
ト
・
ジ
ャ
ウ
バ
ル
の
領
主
マ
ー
リ
ク
・
ブ
ン
・
サ
ー
リ
ム
が
死
亡
す
る
と
、
ザ
ン
ギ
ー
は
ダ
マ
ス

ク
ス
へ
の
遠
征
途
上
で
マ
ー
リ
ク
の
息
子
ム
サ
イ
イ
ブ
が
治
め
て
い
た
ラ
ッ
カ
を
策
略
に
よ
っ
て
獲
得
し
た

（
（（
（

。
そ
の
後
、
五
三
九
／
一
一
四
四

年
、
ル
ハ
ー
（
エ
デ
ッ
サ
）
を
獲
得
し
て
ジ
ャ
ジ
ー
ラ
か
ら
十
字
軍
を
追
い
出
す
こ
と
に
成
功
し
た
ザ
ン
ギ
ー
は
、
次
い
で
ウ
カ
イ
ル
一
族
最

後
の
拠
点
カ
ル
ア
ト
・
ジ
ャ
ウ
バ
ル
を
狙
っ
た

（
（（
（

。
こ
の
包
囲
は
、
代
替
地
を
用
意
す
る
引
き
渡
し
交
渉
で
あ
っ
た
が
、
ザ
ン
ギ
ー
が
交
渉
役
に

指
名
し
た
の
は
、
マ
ン
ビ
ジ
ュ
の
領
主
ハ
ッ
サ
ー
ン
で
、
両
者
の
間
に
あ
る
「
友
情
」
を
用
い
る
よ
う
に
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
ハ
ッ
サ
ー

ン
の
説
得
に
対
し
、
マ
ー
リ
ク
の
息
子
の
ア
リ
ー
は
、
マ
ン
ビ
ジ
ュ
事
件
の
バ
ラ
ク
の
故
事
を
持
ち
出
し
、
ザ
ン
ギ
ー
の
要
求
を
受
け
付
け
な

か
っ
た

（
（（
（

。
ア
リ
ー
は
ザ
ン
ギ
ー
の
奸
計
を
恐
れ
て
引
き
渡
し
交
渉
に
応
じ
ず
、
一
方
の
ハ
ッ
サ
ー
ン
は
我
が
身
の
安
全
を
願
っ
て
積
極
的
な
攻

撃
を
行
な
わ
な
か
っ
た
。
五
四
一
／
一
一
四
六
年
ザ
ン
ギ
ー
が
カ
ル
ア
ト
・
ジ
ャ
ウ
バ
ル
包
囲
中
に
暗
殺
さ
れ
た
た
め
こ
の
戦
略
は
中
断
さ
れ

た
が
、
各
勢
力
の
間
を
仲
介
し
つ
つ
ザ
ン
ギ
ー
登
場
後
も
独
立
性
を
守
っ
て
き
た
カ
ル
ア
ト
・
ジ
ャ
ウ
バ
ル
は
、
マ
ー
リ
ク
・
ブ
ン
・
サ
ー
リ
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ム
の
死
亡
と
ザ
ン
ギ
ー
の
両
域
経
営
の
進
展
の
前
に
勢
力
を
弱
め
た
の
で
あ
る
。

　

⒝
シ
ャ
イ
ザ
ル

　

ザ
ン
ギ
ー
に
よ
る
シ
リ
ア
南
下
政
策
の
波
の
中
で
、
五
二
九
／
一
一
三
五
年
、
シ
ャ
イ
ザ
ル
は
ザ
ン
ギ
ー
の
傘
下
に
は
い
る
こ
と
に
な
っ

た
（
（（
（

。
こ
の
時
期
の
十
字
軍
勢
力
の
覇
権
の
推
移
を
み
る
と
、
シ
ー
ル
・
ロ
ジ
ャ
ー
戦
死
後
ア
ン
テ
ィ
オ
キ
ア
公
を
兼
務
し
て
い
た
イ
ェ
ル
サ
レ

ム
王
ボ
ー
ド
ワ
ン
二
世
は
、
五
二
〇
／
一
一
二
六
年
、
イ
タ
リ
ア
か
ら
初
代
ア
ン
テ
ィ
オ
キ
ア
公
の
息
子
ボ
ヘ
モ
ン
ド
二
世
が
到
着
す
る
と
、

ア
ン
テ
ィ
オ
キ
ア
を
ボ
ヘ
モ
ン
ド
二
世
に
明
け
渡
し
、
イ
ェ
ル
サ
レ
ム
に
戻
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
新
公
ボ
ヘ
モ
ン
ド
二
世
は
五
二
四
／
一
一

三
〇
年
に
死
亡
、
そ
の
後
ア
ン
テ
ィ
オ
キ
ア
は
内
紛
状
態
に
陥
り
、
さ
ら
に
、
イ
ェ
ル
サ
レ
ム
王
ボ
ー
ド
ワ
ン
二
世
も
五
二
五
／
一
一
三
一
年

死
亡
し
た

（
（（
（

。
こ
の
状
況
下
で
、
五
二
七
／
一
一
三
二
年
、
十
字
軍
勢
力
内
で
内
輪
も
め
が
起
こ
っ
て
い
る
。
イ
ブ
ン
・
ア
ル
ア
ス
ィ
ー
ル
に
よ

る
と
、こ

の
年
、
シ
リ
ア
の
フ
ラ
ン
ク
内
で
意
見
の
不
一
致 khulf 

が
起
こ
り
、
互
い
に
殺
し
あ
う
に
至
っ
た
。
こ
れ
以
前
に
は
こ
の
よ
う
な
こ

と
は
起
こ
ら
な
か
っ
た
。
フ
ラ
ン
ク
内
部
で
多
く
の
人
々
が
殺
さ
れ
た

（
（（
（

。

と
い
う
。
イ
ブ
ン
・
ア
ル
ア
デ
ィ
ー
ム
も
ほ
ぼ
同
内
容
を
「
内
乱 fitan （fitna 

の
複
数
形
）」
と
い
う
表
現
を
用
い
、
死
者
の
う
ち
の
一
人
が

ザ
ル
ダ
ナ
ー
の
領
主
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る

（
（（
（

。
こ
の
内
輪
も
め
の
原
因
に
つ
い
て
は
史
料
に
は
直
接
の
言
及
は
な
い
が
、イ
ブ
ン
・
ア
ル
カ
ラ
ー

ニ
シ
ー
は
ボ
ー
ド
ワ
ン
二
世
の
死
亡
を
伝
え
る
記
述
の
中
で
、
ボ
ー
ド
ワ
ン
二
世
の
行
政
手
腕
に
対
す
る
賛
辞
を
述
べ
、
さ
ら
に
、

［
ボ
ー
ド
ワ
ン
二
世
は
］
戦
い m

uh. ārabāt 

の
時
も
、
協
定 m

us. āfāt 

の
時
も
、
有
名
な
策
略
や
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
欺
き
で
切
り
抜

け
た
。
彼
の
後
に
は
適
切
な
判
断
と
正
し
い
行
政
手
腕
を
持
っ
た
人
物
は
現
れ
な
か
っ
た
。
彼
の
後
継
者
の
フ
ー
ル
ク
・
ダ
ン
ジ
ュ
ー
は
、

（
略
）
判
断
力
が
健
全
と
は
言
え
ず
、
経
営
手
腕
も
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
か
っ
た
。
従
っ
て
、
ボ
ー
ド
ワ
ン
二
世
を
失
っ
た
た
め
に
、
フ

ラ
ン
ク
は
混
乱
し
、
こ
の
後
相
争
う
よ
う
に
な
っ
た(((

(

。
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と
述
べ
て
い
る

（
（（
（

。

　

次
の
イ
ェ
ル
サ
レ
ム
王
フ
ー
ル
ク
・
ダ
ン
ジ
ュ
ー
と
ア
ン
テ
ィ
オ
キ
ア
公
レ
イ
モ
ン
は
、
と
も
に
西
欧
か
ら
の
入
婿
で
あ
る
。
彼
ら
の
代
か

ら
は
、
シ
ャ
イ
ザ
ル
と
十
字
軍
と
の
協
定
は
見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
人
脈
の
断
絶
が
背
景
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
シ
ャ
イ
ザ
ル
は

勢
力
均
衡
の
舵
を
ザ
ン
ギ
ー
の
方
へ
と
っ
た
の
で
あ
ろ
う

（
（（
（

。

　

こ
れ
ま
で
十
字
軍
と
の
友
好
関
係
を
保
っ
て
独
立
し
て
い
た
シ
ャ
イ
ザ
ル
は
、
ザ
ン
ギ
ー
傘
下
に
入
っ
て
か
ら
は
、
ア
レ
ッ
ポ
政
権
と
ど
の

よ
う
な
関
係
を
持
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
五
三
〇
／
一
一
三
六
年
、
ア
レ
ッ
ポ
の
ナ
ー
イ
ブ
（
代
理
）
で
ザ
ン
ギ
ー
か
ら
シ
リ
ア
北
部
の
軍
事

を
任
さ
れ
て
い
る
シ
ワ
ー
ル
・
ブ
ン
・
ア
イ
タ
キ
ー
ン
が
、
ア
ン
テ
ィ
オ
キ
ア
公
国
の
海
港
ラ
タ
キ
ア
方
面
へ
の
略
奪
を
行
な
い
、
多
く
の
略

奪
品
や
捕
虜
を
も
た
ら
し
て
い
る
が

（
（（
（

、
こ
の
拠
点
と
し
て
シ
ャ
イ
ザ
ル
が
使
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
シ
リ
ア
中
部
に
あ
る
シ
ャ
イ
ザ
ル
の
立
地
条

件
を
利
用
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
五
三
二
／
一
一
三
八
年
の
ビ
ザ
ン
ツ
皇
帝
に
よ
る
シ
ャ
イ
ザ
ル
包
囲
に
際
し
て
の
ザ
ン
ギ
ー
の
対
応

は
、
当
時
行
な
っ
て
い
た
南
進
策
の
一
環
で
あ
る
ヒ
ム
ス
包
囲
を
止
め
る
こ
と
な
く
、
ビ
ザ
ン
ツ
・
十
字
軍
連
合
軍
へ
の
食
糧
供
給
の
遮
断
な

ど
の
側
面
攻
撃
や
、
ビ
ザ
ン
ツ
皇
帝
と
十
字
軍
と
の
離
間
を
図
る
情
報
戦

（
（（
（

の
展
開
な
ど
を
行
な
い
、
大
き
な
軍
事
力
は
用
い
て
い
な
い
。
シ
ャ

イ
ザ
ル
側
の
応
戦
の
様
子
は
史
料
に
は
見
ら
れ
な
い
が
、シ
ャ
イ
ザ
ル
自
体
が
二
四
日
間
の
包
囲
を
持
ち
こ
た
え
た
こ
と
は
確
か
で
、ザ
ン
ギ
ー

は
シ
ャ
イ
ザ
ル
の
従
前
か
ら
の
統
治
力
や
経
済
力
、軍
事
力
を
利
用
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ビ
ザ
ン
ツ
軍
の
退
却
の
直
接
の
き
っ
か
け
は
、

ム
ス
リ
ム
側
史
料
に
見
ら
れ
る
「
ジ
ャ
ジ
ー
ラ
か
ら
の
援
軍
の
到
来
の
知
ら
せ
」
で
あ
る
が
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
側
の
史
料
は
こ
ぞ
っ
て
「
シ
ャ

イ
ザ
ル
か
ら
ビ
ザ
ン
ツ
皇
帝
へ
の
一
時
金
や
贈
り
物
の
提
供
」
を
挙
げ
て
い
る

（
（（
（

。
真
偽
は
別
と
し
て
、
こ
れ
は
シ
ャ
イ
ザ
ル
の
十
字
軍
に
対
す

る
こ
れ
ま
で
の
接
し
方
を
象
徴
し
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う

（
（（
（

。

　

⒞
ア
ザ
ー
ズ

　

五
一
一
／
一
一
一
八
年
以
降
ア
ン
テ
ィ
オ
キ
ア
公
国
の
勢
力
下
に
入
っ
て
い
た
ア
ザ
ー
ズ
に
対
し
て
、
歴
代
の
ア
レ
ッ
ポ
の
統
治
者
は
奪
回
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を
試
み
た
。
し
か
し
ザ
ン
ギ
ー
に
関
し
て
は
、
シ
リ
ア
北
部
の
軍
事
行
動
を
任
せ
た
シ
ワ
ー
ル
指
揮
の
別
働
隊
を
含
め
て
、
ア
ザ
ー
ズ
奪
回
の

試
み
は
史
料
中
に
見
ら
れ
な
い
。
ア
レ
ッ
ポ
は
長
期
に
わ
た
る
戦
乱
で
極
度
に
疲
弊
し
て
い
た
。
十
字
軍
が
総
力
を
挙
げ
て
防
衛
す
る
ほ
ど
の

重
要
な
農
業
地
で
あ
る
ア
ザ
ー
ス
を
、
ア
レ
ッ
ポ
に
拠
っ
た
ザ
ン
ギ
ー
は
な
ぜ
奪
回
し
よ
う
と
し
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ザ
ン
ギ
ー
が
ア

レ
ッ
ポ
に
政
権
を
確
立
し
た
と
き
、当
面
の
敵
は
北
方
の
ア
ザ
ー
ズ
の
十
字
軍
で
は
な
く
、西
方
の
ア
サ
ー
リ
ブ
の
十
字
軍
で
あ
っ
た
。
ア
レ
ッ

ポ
は
ア
サ
ー
リ
ブ
の
十
字
軍
と
、
ア
レ
ッ
ポ
西
方
地
域
の
収
穫
分
割
を
行
な
っ
て
い
た
た
め
、
十
字
軍
が
ア
サ
ー
リ
ブ
を
拠
点
に
ア
レ
ッ
ポ
へ

た
び
た
び
侵
入
し
、
略
奪
を
行
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
五
二
四
／
一
一
三
〇
年
、
ザ
ン
ギ
ー
は
ア
サ
ー
リ
ブ
を
徹
底
攻
撃
し
、
以
後
、
侵
略

の
口
実
を
作
る
こ
と
に
な
る
収
穫
分
割
協
定
は
結
ば
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
も
、
ザ
ン
ギ
ー
は
北
方
の
ア
ザ
ー
ズ
奪
回
に
は
動
か
ず
、

シ
リ
ア
南
進
策
を
と
り
、
マ
ア
ッ
ラ
・
ア
ン
ヌ
ア
マ
ー
ン
な
ど
の
農
業
地
を
ア
ン
テ
ィ
オ
キ
ア
の
十
字
軍
か
ら
奪
っ
て
い
る
。

　

こ
の
ザ
ン
ギ
ー
の
政
策
に
は
次
の
よ
う
な
背
景
が
考
え
ら
れ
る
。
五
二
四
／
一
一
三
〇
年
、
ア
ン
テ
ィ
オ
キ
ア
公
国
で
は
ボ
ヘ
モ
ン
ド
二
世

が
死
亡
し
、
以
後
後
継
者
を
め
ぐ
っ
て
内
紛
が
起
き
て
い
た
た
め
、
公
国
の
境
界
線
の
防
衛
は
脆
弱
で
あ
っ
た
。
一
方
、
ア
ザ
ー
ズ
の
支
配
権

は
、十
字
軍
勢
力
の
内
部
で
、ア
ン
テ
ィ
オ
キ
ア
公
国
か
ら
エ
デ
ッ
サ
伯
国
に
移
っ
て
い
た

（
（（
（

。
エ
デ
ッ
サ
伯
ジ
ョ
ス
リ
ー
ン
一
世
は
、ジ
ャ
ジ
ー

ラ
西
端
の
エ
デ
ッ
サ
と
シ
リ
ア
北
部
の
テ
ル
・
バ
ー
シ
ル
の
二
ケ
所
を
拠
点
と
し
て
い
た
が
、
ア
ザ
ー
ズ
は
、
こ
の
テ
ル
・
バ
ー
シ
ル
地
域
の

南
西
端
に
あ
た
る
農
業
地
で
あ
っ
た
。
五
二
五
／
一
一
三
一
年
、
ジ
ョ
ス
リ
ー
ン
一
世
の
死
亡
に
伴
い
エ
デ
ッ
サ
伯
を
継
い
だ
息
子
の
ジ
ョ
ス

リ
ー
ン
二
世
は
、
商
業
都
市
の
エ
デ
ッ
サ
よ
り
も
農
業
地
域
で
あ
る
テ
ル
・
バ
ー
シ
ル
の
支
配
に
重
点
を
置
い
た

（
（（
（

。
し
た
が
っ
て
テ
ル
・
バ
ー

シ
ル
地
域
の
農
業
地
と
し
て
の
ア
ザ
ー
ズ
の
重
要
度
は
高
く
、そ
の
守
備
は
堅
固
で
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
た
め
、ザ
ン
ギ
ー

は
、
ア
ザ
ー
ズ
よ
り
も
境
界
領
域
の
守
備
の
手
薄
に
な
っ
て
い
る
ア
ン
テ
ィ
オ
キ
ア
公
国
領
へ
の
攻
撃
を
優
先
さ
せ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
ザ
ン
ギ
ー
の
南
進
策
は
、
最
終
的
に
ダ
マ
ス
ク
ス
を
め
ざ
す
も
の
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
反
対
方
向
に
あ
た
る
ア
レ
ッ
ポ
北
方
に

お
け
る
十
字
軍
と
の
戦
闘
は
避
け
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ア
ザ
ー
ズ
を
テ
ル
・
バ
ー
シ
ル
の
支
配
下
に
留
め
て
お
く
こ
と
は
、
エ
デ
ッ
サ
伯
国
の

ジ
ョ
ス
リ
ー
ン
二
世
が
ア
レ
ッ
ポ
へ
の
侵
略
を
ひ
き
お
こ
さ
な
い
た
め
の
緩
衝
地
帯
の
役
割
を
担
わ
せ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
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お
わ
り
に

　

十
字
軍
勢
力
と
シ
リ
ア
小
都
市
と
の
外
交
交
渉
は
、
経
済
協
定
の
み
な
ら
ず
軍
事
同
盟
に
お
い
て
も
経
済
的
利
益
の
享
受
が
第
一
の
目
的
で

あ
っ
た
。
ま
た
、
シ
リ
ア
の
勢
力
均
衡
構
図
の
中
で
、
こ
れ
ら
の
外
交
関
係
の
存
在
自
体
が
大
都
市
へ
の
牽
制
と
な
り
、
そ
の
結
果
、
シ
リ
ア

小
都
市
は
緩
衝
地
帯
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
ザ
ン
ギ
ー
の
シ
リ
ア
南
進
策
開
始
と
ほ
ぼ
時
を
同
じ
く
し
て
、
こ
れ

ら
の
小
都
市
と
十
字
軍
と
の
外
交
交
渉
が
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
。
最
大
の
背
景
は
十
字
軍
勢
力
の
世
代
交
替
で
あ
る
。
五
二
四
／
一
一
三
〇
年

に
ア
ン
テ
ィ
オ
キ
ア
公
国
の
ボ
ヘ
モ
ン
ド
二
世
が
、
五
二
五
／
一
一
三
〇
年
に
イ
ェ
ル
サ
レ
ム
王
国
の
ボ
ー
ド
ワ
ン
二
世
と
、
エ
デ
ッ
サ
伯
で

テ
ル
・
バ
ー
シ
ル
も
支
配
し
て
い
た
ジ
ョ
ス
リ
ー
ン
一
世
が
、
そ
れ
ぞ
れ
死
亡
し
た
。
自
ら
の
勢
力
の
拡
大
を
め
ざ
し
な
が
ら
も
、
日
々
の
糧

食
の
確
保
と
い
う
経
済
上
の
目
的
か
ら
共
存
の
道
を
探
り
、
数
多
く
の
協
定
を
締
結
し
て
、
い
わ
ば
共
存
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の
勢
力
均
衡
構
図

を
作
り
出
し
て
き
た
世
代
が
交
替
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
十
字
軍
と
独
自
に
交
渉
し
て
独
立
を
保
っ
て
い
た
シ
ャ
イ
ザ
ル
や
カ
ル
ア
ト
・
ジ
ャ

ウ
バ
ル
の
よ
う
な
小
都
市
の
領
主
が
十
字
軍
と
の
人
脈
を
失
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
れ
ま
で
シ
リ
ア
の
勢
力
均
衡
構
図
の
中
で
、
キ
ャ
ス

テ
ィ
ン
グ
ボ
ー
ト
を
握
っ
て
き
た
小
都
市
が
存
立
基
盤
を
失
う
こ
と
に
な
り
、
ザ
ン
ギ
ー
に
従
わ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
。
シ
ャ
イ
ザ
ル
が
大

き
な
戦
闘
や
威
嚇
を
受
け
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
ザ
ン
ギ
ー
に
従
っ
た
の
は
、
む
し
ろ
ザ
ン
ギ
ー
に
乗
り
換
え
た
と
考
え
る
の
が
順
当
で

あ
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
勢
力
均
衡
構
図
の
中
で
つ
ち
か
っ
て
き
た
自
前
の
統
治
シ
ス
テ
ム
や
軍
事
力
を
も
つ
こ
れ
ら
の
小
都
市
の
存
在
は
、
ザ
ン
ギ
ー

に
と
っ
て
利
用
価
値
の
あ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ザ
ン
ギ
ー
は
こ
れ
以
後
、
こ
れ
ら
の
小
都
市
を
南
進
策
の
拠
点
と
し
て
用
い
た
の
で
あ
る
。
し

か
も
、
一
挙
に
支
配
下
に
入
れ
る
の
で
は
な
く
、
自
身
の
戦
略
に
あ
わ
せ
て
順
次
と
り
こ
ん
で
い
る
。
ザ
ン
ギ
ー
は
、
マ
ン
ビ
ジ
ュ
を
五
二
二

／
一
一
二
八
年
の
ア
レ
ッ
ポ
進
出
当
初
か
ら
従
え
た
が
、
こ
れ
は
、
マ
ン
ビ
ジ
ュ
が
ザ
ン
ギ
ー
の
本
拠
地
で
あ
る
ア
レ
ッ
ポ
と
モ
ー
ス
ル
や
ナ
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シ
ー
ビ
ー
ン
と
を
結
ぶ
最
短
ル
ー
ト
上
に
あ
り
、
し
か
も
領
主
の
ハ
ッ
サ
ー
ン
は
、
機
動
力
の
あ
る
軍
隊
を
も
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
シ
リ

ア
中
部
の
シ
ャ
イ
ザ
ル
が
ザ
ン
ギ
ー
の
傘
下
に
入
っ
た
五
二
九
／
一
一
三
五
年
は
、
ザ
ン
ギ
ー
が
カ
フ
ァ
ル
タ
ー
ブ
な
ど
の
ア
ン
テ
ィ
オ
キ
ア

公
国
領
の
農
地
の
獲
得
を
め
ざ
し
て
い
た
時
期
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
ユ
ー
フ
ラ
テ
ス
沿
岸
の
カ
ル
ア
ト
・
ジ
ャ
ウ
バ
ル
を
本
拠
地
と
す
る
ウ
カ

イ
ル
一
族
の
三
カ
所
の
領
地
に
関
し
て
は
、
ア
レ
ッ
ポ
進
出
時
に
バ
ー
リ
ス
を
領
主
マ
ー
リ
ク
か
ら
購
入
し
、
ラ
ッ
カ
を
マ
ー
リ
ク
死
亡
直
後

の
五
二
九
／
一
一
三
五
年
に
策
略
に
よ
り
獲
得
し
た
。
バ
ー
リ
ス
売
買
の
い
き
さ
つ
は
不
明
で
あ
る
が
、
ラ
ッ
カ
の
獲
得
に
関
し
て
は
、
領
主

死
亡
に
よ
る
ウ
カ
イ
ル
朝
の
混
乱
に
乗
じ
た
と
い
う
よ
り
は
、ダ
マ
ス
ク
ス
侵
攻
の
準
備
が
整
っ
た
こ
と
と

（
（（
（

、ラ
ッ
カ
が
ダ
マ
ス
ク
ス
へ
の
モ
ー

ス
ル
か
ら
の
直
行
ル
ー
ト
上
に
あ
る
こ
と
を
重
視
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
ザ
ン
ギ
ー
は
、
ウ
カ
イ
ル
一
族
の
本
拠
地
の
カ
ル
ア
ト
・
ジ
ャ

ウ
バ
ル
に
つ
い
て
は
、
し
ば
ら
く
の
間
、
攻
撃
や
干
渉
を
せ
ず
に
シ
リ
ア
と
ジ
ャ
ジ
ー
ラ
の
緩
衝
地
帯
と
し
て
温
存
し
て
い
た
。
カ
ル
ア
ト
・

ジ
ャ
ウ
バ
ル
を
攻
撃
し
た
の
は
、
ル
ハ
ー
（
エ
デ
ッ
サ
）
を
征
服
し
て
大
き
く
ジ
ャ
ジ
ー
ラ
地
方
の
政
治
地
図
を
塗
り
替
え
た
あ
と
の
五
四
一

／
一
一
四
六
年
で
あ
っ
た
。
し
か
も
故
マ
ー
リ
ク
の
息
子
ア
リ
ー
の
軍
事
力
を
利
用
出
来
る
よ
う
に
、
領
地
替
え
を
交
換
条
件
と
す
る
引
き
渡

し
要
求
を
行
な
っ
た
の
で
あ
る
。
ザ
ン
ギ
ー
が
、
包
囲
中
の
カ
ル
ア
ト
・
ジ
ャ
ウ
バ
ル
に
説
得
の
た
め
の
使
者
と
し
て
送
っ
た
の
は
、
ア
リ
ー

と
交
友
の
あ
っ
た
マ
ン
ビ
ジ
ュ
の
領
主
ハ
ッ
サ
ー
ン
で
あ
っ
た
。

　

ザ
ン
ギ
ー
は
、
エ
デ
ッ
サ
伯
国
領
と
な
っ
て
い
た
シ
リ
ア
北
部
の
農
業
地
ア
ザ
ー
ズ
に
関
し
て
は
、
奪
回
は
お
ろ
か
略
奪
の
動
き
す
ら
見
せ

て
い
な
い
。
し
か
し
、
豊
か
な
農
地
ア
ザ
ー
ズ
を
テ
ル
・
バ
ー
シ
ル
の
勢
力
下
に
留
め
て
お
く
こ
と
は
、
北
方
の
十
字
軍
か
ら
の
ア
レ
ッ
ポ
近

郊
へ
の
侵
略
や
略
奪
を
防
ぐ
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
ア
ザ
ー
ズ
は
十
字
軍
領
に
あ
っ
て
緩
衝
地
帯
の
役
割
を
担
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
こ
れ

を
長
期
的
な
農
地
の
確
保
と
い
う
観
点
か
ら
見
れ
ば
、
農
業
地
ア
ザ
ー
ズ
を
温
存
す
る
こ
と
に
な
る
。
農
業
地
は
一
旦
戦
場
に
な
る
と
、
そ
の

復
興
に
は
多
大
な
時
間
と
労
力
が
必
要
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
、
ア
ザ
ー
ズ
の
奪
回
を
行
な
わ
ず
、
十
字
軍
の
も
と
に
置
い
て
お
く
こ

と
も
ザ
ン
ギ
ー
の
戦
略
と
考
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
、
ザ
ン
ギ
ー
は
、
勢
力
均
衡
構
図
の
変
化
に
う
ま
く
乗
り
、
勢
力
均
衡
構
図
の
中
で
独
立
し
て
い
た
小
都
市
を
シ
リ
ア
南
進
策
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の
拠
点
と
し
て
用
い
、
あ
る
い
は
適
切
な
時
期
が
来
る
ま
で
は
緩
衝
地
帯
と
し
て
温
存
し
て
利
用
し
た
の
で
あ
る
。

　

ザ
ン
ギ
ー
は
シ
リ
ア
の
所
領
経
営
を
、
ア
レ
ッ
ポ
か
ら
順
に
領
域
支
配
の
輪
を
広
げ
て
い
く
と
い
う
「
面
」
の
支
配
で
は
な
く
、
拠
点
と
な

る
離
れ
た
都
市
を
と
び
と
び
に
確
保
し
て
、
そ
の
在
地
の
領
主
や
支
配
層
を
通
じ
た
「
点
」
の
支
配
か
ら
始
め
た
。
飛
び
地
の
支
配
は
効
率
が

悪
い
が
、
自
立
し
て
い
れ
ば
拠
点
と
し
て
有
効
で
あ
る
。
本
稿
で
検
討
し
た
小
都
市
の
み
な
ら
ず
、
ザ
ン
ギ
ー
の
シ
リ
ア
で
の
本
拠
地
で
あ
る

ア
レ
ッ
ポ
さ
え
も
が
該
当
す
る
。
こ
れ
は
、
ビ
ザ
ン
ツ
皇
帝
ヨ
ハ
ン
ネ
ス
二
世
の
シ
リ
ア
遠
征
に
際
し
て
ザ
ン
ギ
ー
が
行
な
っ
た
対
応
を
見
る

と
明
ら
か
で
あ
る
。
ヒ
ム
ス
包
囲
中
の
ザ
ン
ギ
ー
は
、
傘
下
の
シ
ャ
イ
ザ
ル
に
も
ア
レ
ッ
ポ
に
も
援
軍
を
送
っ
た
が
、
ヒ
ム
ス
の
包
囲
は
解
か

ず
、シ
ャ
イ
ザ
ル
や
ア
レ
ッ
ポ
の
市
自
体
の
防
衛
は
そ
れ
ぞ
れ
の
在
地
勢
力
の
従
前
か
ら
の
自
主
的
な
動
き
を
利
用
し
た
の
で
あ
る

（
（（
（

。ザ
ン
ギ
ー

の
シ
リ
ア
支
配
は
、
ア
レ
ッ
ポ
を
は
じ
め
と
す
る
シ
リ
ア
諸
都
市
の
既
存
の
統
治
シ
ス
テ
ム
の
上
に
ザ
ン
ギ
ー
個
人
の
政
策
を
合
致
さ
せ
る
統

治
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
所
領
経
営
と
い
う
点
で
諸
都
市
の
利
害
と
ザ
ン
ギ
ー
の
政
策
が
一
致
し
た
の
で
あ
る
。
ザ
ン
ギ
ー
に
よ
る
シ
リ
ア
の

統
一
は
、
こ
れ
ら
の
「
点
」
を
利
用
、
吸
収
し
、
し
だ
い
に
「
面
」
の
支
配
に
移
行
し
て
い
く
こ
と
で
成
功
し
た
。

　

五
四
一
／
一
一
四
六
年
、
ザ
ン
ギ
ー
の
暗
殺
後
シ
リ
ア
の
統
治
を
引
き
継
い
だ
息
子
の
ヌ
ー
ル
・
ア
ッ
デ
ィ
ー
ン
は
、
ザ
ン
ギ
ー
の
側
近
を

引
き
続
き
登
用
し
、
ザ
ン
ギ
ー
の
戦
略
を
継
承
し
た
。
本
稿
で
と
り
あ
げ
た
四
つ
の
小
都
市
の
う
ち
、
唯
一
十
字
軍
支
配
下
に
あ
っ
た
ア
ザ
ー

ズ
を
、
五
四
五
／
一
一
五
〇
年
テ
ル
・
バ
ー
シ
ル
の
領
主
ジ
ョ
ス
リ
ー
ン
二
世
が
捕
虜
と
な
っ
て
不
在
の
間
に
奪
回
し
、
次
い
で
、
マ
ン
ビ
ジ
ュ

の
ハ
ッ
サ
ー
ン
に
命
じ
て
テ
ル
・
バ
ー
シ
ル
を
攻
略
し
た

（
（（
（

。
こ
こ
に
マ
ン
ビ
ジ
ュ
と
ア
ザ
ー
ズ
と
テ
ル
・
バ
ー
シ
ル
の
三
点
で
囲
む
広
大
な
農

地
を
獲
得
し
た
の
で
あ
る
。
ヌ
ー
ル
・
ア
ッ
デ
ィ
ー
ン
は
マ
ン
ビ
ジ
ュ
と
シ
ャ
イ
ザ
ル
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
引
き
続
き
ハ
ッ
サ
ー
ン
と

ム
ン
キ
ズ
一
族
の
統
治
を
認
め
て
い
た
が
、
こ
れ
は
対
十
字
軍
戦
略
の
拠
点
と
し
て
用
い
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
対
抗
す
べ

き
十
字
軍
勢
力
の
い
な
く
な
っ
た
カ
ル
ア
ト
・
ジ
ャ
ウ
バ
ル
の
ウ
カ
イ
ル
一
族
は
他
の
領
土
と
の
交
換
の
形
で
放
逐
し
た
。
戦
略
的
要
素
よ
り

も
、
商
業
ル
ー
ト
と
し
て
の
比
重
の
高
く
な
っ
た
カ
ル
ア
ト
・
ジ
ャ
ウ
バ
ル
は
自
身
の
部
下
の
イ
ク
タ
ー
地
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
、
対

十
字
軍
戦
略
と
シ
リ
ア
統
一
を
同
時
に
す
す
め
る
と
い
う
ザ
ン
ギ
ー
朝
に
よ
る
シ
リ
ア
の
政
治
的
統
合
の
方
式
は
、
ア
イ
ユ
ー
ブ
朝
（
一
一
六
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九
─
一
二
五
〇
）
に
は
受
け
継
が
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ザ
ン
ギ
ー
朝
期
に
ア
ミ
ー
ル
の
イ
ク
タ
ー
地
と
な
っ
て
い
た
シ
ャ
イ
ザ
ル

（
（（
（

と
カ
ル
ア

ト
・
ジ
ャ
ウ
バ
ル
は
、そ
の
ま
ま
ア
イ
ユ
ー
ブ
朝
に
下
っ
た
。
イ
ク
タ
ー
所
有
者
と
し
て
支
配
権
を
持
ち
続
け
て
い
た
マ
ン
ビ
ジ
ュ
の
ハ
ッ
サ
ー

ン
一
族
も
、
五
七
一
／
一
一
七
六
年
サ
ラ
ー
フ
・
ア
ッ
デ
ィ
ー
ン
の
シ
リ
ア
進
出
後
ま
も
な
く
放
逐
さ
れ
、
マ
ン
ビ
ジ
ュ
は
ア
イ
ユ
ー
ブ
朝
の

イ
ク
タ
ー
地
と
な
っ
た
。
本
稿
で
と
り
あ
げ
た
四
都
市
す
べ
て
が
ア
イ
ユ
ー
ブ
朝
の
シ
リ
ア
支
配
が
始
ま
る
こ
ろ
に
は
自
立
性
を
失
っ
て
い
た

の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
中
で
、
ア
ザ
ー
ズ
と
マ
ン
ビ
ジ
ュ
に
つ
い
て
、
ア
イ
ユ
ー
ブ
朝
の
一
族
が
競
っ
て
そ
の
統
治
権
を
求
め
て
争
っ
て
い

た
こ
と
に
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
と
き
シ
リ
ア
内
陸
部
は
、
近
隣
の
十
字
軍
勢
力
を
す
で
に
駆
逐
し
安
定
し
た
農
業
地
域
と
な
っ
て
お

り
、対
十
字
軍
戦
は
海
岸
地
帯
に
移
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
ザ
ン
ギ
ー
朝
と
ア
イ
ユ
ー
ブ
朝
と
の
政
治
的
統
合
の
あ
り
方
の
異
同
に
つ
い
て
は
、

あ
ら
た
な
局
面
を
迎
え
た
対
十
字
軍
関
係
を
把
握
し
た
上
で
、
今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

本
稿
で
用
い
た
叙
述
史
料
と
略
称
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

ア
ラ
ブ
・
イ
ス
ラ
ム
側
史
料

A
bū al -Fidāʼ: A

bū al -Fidāʼ, al -M
ukhtas. ar fī A

khbār al -Bashar, M
ah. m

ūd D
ayyūb ed., 2 vols., Beirut, 1997.

A
ʻlāq(S): ʻIzz al -D

īn Ibn Shaddād, al -A
ʻlāq al -K

hat. īra fī D
hikr U

m
arāʼ al -Shām

 w
al -Jazīra: Shim

āl Sūriyā, Y
oh. yā 

Zakarīyā ʻA
bbāra ed., D

am
ascus, 1991.

A
ʻlāq(J): ʻIzz al -D

īn Ibn Shaddād, al -A
ʻlāq al -K

hat. īra fī D
hikr U

m
arāʼ al -Shām

 w
al -Jazīra, Y

ah. yā  Zakarīyā ʻA
bbāra ed., 

D
am

ascus, 1978.

ʻA
z. īm

ī : A
l -ʻA

z. īm
ī, T

aʼrīkh H. alab, I. Zaʻrūr ed., D
am

ascus, 1984.

A
zraq: C. H

illenbrand, T
he A

rabic T
ext of Ibn al -A

zraqʼs Chronicle, A
 M

uslim
 Principality in Crusader T

im
es: T

he 

E
arly A

rtuqid State, Leiden, 1990, 148 -216.
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Bāhir: Ibn al -A
thīr, al -T

aʼrīkh al -Bāhir fī al -D
aw

la al -A
tābakīya, A

.A
. T. alaym

āt ed.,Cairo, 1963.

Bughya: Ibn al -ʻA
dīm

, Bughyat al -T. alab fī T
aʼrīkh H. alab, S. Zakkār ed., 11 vols., D

am
ascus, 1988.

Bustān: Cl. Cahen, U
ne chronique Syrienne du V

Ie/V
IIe siècle: Le “Bustān al -Jām

i ‘ ” (ʻIm
ād al -D

īn), Bulletin dʼÉ
tudes 

O
rientales, 7-8(1937–38), 113–158.

K
ām

il: Ibn al -A
thīr, al -K

ām
il fī al -T

a ’rīkh, X
, X

I, J. T
ronberg ed., 1864, repr, in Beirut, 1979.

M
ufarrij: Ibn W

ās. il, M
ufarrij al -K

urūb fī A
khbār Banī A

yyūb, Jam
āl al -D

īn al -Shayyāl ed., vol. I, Cairo, 1953.

Q
alānisī: Ibn al -Q

alānisī, T
a ’rīkh D

im
ashq, S. Zakkār ed., D

am
ascus, 1983.

R
aw

d. atayn: A
bū Shām

a, K
itāb al -R

aw
d. atayn fī A

khbār al -D
aw

latayn al -N
ūrīya w

al -S. alāh. īya, Ibrāhīm
 al -Zībaq ed., 5 

vols., Beirut, 1997.

Zubda: Ibn al - ‘A
dīm

, Zubdat al -H. alab fī T
a'rīkh H. alab, II, S. al -D

ahhān ed., D
am

ascus, 1954.

U
sām

a: U
sām

a b. M
unqidh, K

itāb al -I ‘tibār, P.K
. H

itti ed., Princeton, 1930.

西
欧
側
史
料

Fulcher: Fulcher of Chartres, A
 H

istory of the E
xpedition to Jerusalem

 1095–1127, tr. by F. R. Ryan and ed. by H
. S. 

Fink, K
noxville, 1969.

K
innam

os: J. K
innam

os, D
eeds of John and M

anuel Com
nenus, tr. by C.M

. Brand, N
ew

 Y
ork, 1976.

N
iketas: N

iketas Choniates, O
 City of Byzantium

: A
nnals of N

iketas Choniates, tr. by H
arry J. M

agoulias, D
etroit, 1984.

W
illiam

: W
illiam

 of T
yre, A

 H
istory of D

eeds D
one beyond the Sea, 2 vols., tr. by E. A

. Babcock and A
. C. K

rey, N
ew

 

Y
ork, 1941, repr., 1976.

シ
リ
ア
地
域
史
料
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註（
１
）	

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
使
わ
れ
る
「
十
字
軍 Crusade 

」
と
い
う
呼

称
は
後
世
に
な
っ
て
作
ら
れ
た
術
語
で
、
同
時
代
に
は
使
わ
れ
て
い

な
い
。
初
出
は
一
三
世
紀
で
あ
る
が
、
主
に
一
五
世
紀
に
使
わ
れ
始

め
、
一
七
世
紀
に
は
頻
繁
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
十
字
軍

参
加
者
は
肩
に
十
字
の
印
を
つ
け
る
こ
と
が
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

の
ち
の
研
究
の
中
で
こ
の
宗
教
的
遠
征
を
総
称
し
て
十
字
軍
と
呼
ぶ

よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
同
時
代
の
西
欧
中
世
の
史
料
で
は
、
十

字
軍
の
こ
と
は
「
イ
ェ
ル
サ
レ
ム
巡
礼
」
や
「
聖
地
も
う
で
」
と
呼

ぶ
こ
と
が
多
く
、
シ
リ
ア
に
定
着
し
た
十
字
軍
勢
力
に
つ
い
て
は
個

別
の
地
名
や
人
名
で
呼
ん
で
い
た
。
な
お
、
ア
ラ
ブ
史
・
イ
ス
ラ
ー

ム
史
で
も
、現
代
で
は
「
十
字
軍 s. alībīyūn

」
の
語
を
用
い
て
い
る
。

本
稿
で
も
便
宜
上
、
こ
れ
ら
の
勢
力
を
総
称
す
る
と
き
に
は
「
十
字

軍
」
の
用
語
を
用
い
る
こ
と
と
す
る
。

（
２
）	

十
字
軍
の
遠
征
の
宗
教
的
な
意
図
を
理
解
し
て
い
な
か
っ
た
シ

リ
ア
諸
都
市
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
来
た
こ
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
武

装
集
団
に
対
し
て
キ
リ
ス
ト
教
徒 nas. rānī 

の
語
を
用
い
ず
、
単
に

西
欧
人
一
般
を
あ
ら
わ
す
フ
ラ
ン
ク firanj 

と
呼
ん
で
お
り
、
十

字
軍
も
シ
リ
ア
の
政
権
の
一
つ
と
し
て
捉
え
て
い
た
た
め
、
こ
の
よ

う
な
外
交
交
渉
が
生
じ
た
の
で
あ
る
。

　
　

シ
リ
ア
と
い
う
限
ら
れ
た
領
域
の
中
で
、
戦
闘
状
態
に
あ
る
両
勢

力
の
外
交
交
渉
は
休
戦
条
約
の
締
結
が
主
と
な
る
。
こ
の
休
戦
条
約

の
付
帯
事
項
に
経
済
的
取
り
決
め
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。ま
た
、

条
約
の
記
録
は
な
く
て
も
両
勢
力
が
一
定
の
合
意
に
達
す
る
事
項
が

あ
れ
ば
、
外
交
交
渉
と
呼
ん
で
よ
い
で
あ
ろ
う
。
拙
稿
で
は
両
勢
力

の
合
意
事
項
を
「
協
定
」
と
総
称
し
て
い
る
。

（
３
）	
中
村
妙
子
「
一
二
世
紀
前
半
に
お
け
る
シ
リ
ア
諸
都
市
と
初
期

十
字
軍
の
交
渉
─
協
定
と
ジ
ハ
ー
ド
か
ら
み
た
政
治
─
」『
史
学
雑

M
atthew

: M
atthew

 of Edessa, A
rm

enia and the Crusades: T
enth to T

w
elfth Centuries: T

he Chronicle of M
atthew

 of 

E
dessa, tr. by A

. E. D
ostourian, Lanham

, 1993.

M
ichel: M

ichel le Syrien, Chronique de M
ichel le Syrien : Patriarche Jacobite d'A

ntioche (1166–1199), J.B. Chabot ed., 

Paris, 1899–1905.

Syriac Chro: A
. S. T

ritton, T
he First and Second Crusades from

 an A
nonym

ous Syriac Chronicle, Journal of the R
oyal 

A
siatic Society, 1933, I, 69–101, II, 273–305.　
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誌
』
一
〇
九-

一
二
（
二
〇
〇
〇
）、 

一-

三
四
頁
。
同
「
イ
マ
ー
ド
・

ア
ッ
デ
ィ
ー
ン
・
ザ
ン
ギ
ー
の
対
十
字
軍
戦
略
と
シ
リ
ア
南
進
策
─

シ
リ
ア
と
ジ
ャ
ジ
ー
ラ
の
統
一
的
支
配
─
」『
東
洋
学
報
』
八
八-

一
（
二
〇
〇
六 

）、 

〇
一-

〇
二
六
頁
。
同
「
ヨ
ハ
ン
ネ
ス
二
世
の

シ
リ
ア
遠
征
と
ザ
ン
ギ
ー
の
南
進
策
─
一
二
世
紀
前
半
シ
リ
ア
の
勢

力
構
図
の
変
動
」『
オ
リ
エ
ン
ト
』
四
九-

二
（
二
〇
〇
六
）、
七
〇

-

九
〇
頁
。

（
４
）	

ユ
ー
フ
ラ
テ
ス
川
左
岸
（
東
岸
）
に
位
置
す
る
カ
ル
ア
ト
・
ジ
ャ

ウ
バ
ル
は
、
地
理
的
に
は
シ
リ
ア
で
は
な
く
ジ
ャ
ジ
ー
ラ
地
方
に
属

す
る
。
し
か
し
別
記
の
よ
う
に
、
カ
ル
ア
ト
・
ジ
ャ
ル
バ
ル
は
、
ウ

カ
イ
ル
一
族
が
ア
レ
ッ
ポ
の
代
替
地
と
し
て
セ
ル
ジ
ュ
ー
ク
朝
か
ら

得
た
領
地
で
あ
る
こ
と
、
同
時
に
ユ
ー
フ
ラ
テ
ス
右
岸
（
西
岸
）
の

バ
ー
リ
ス
も
領
有
し
た
こ
と
、
シ
リ
ア
と
の
つ
な
が
り
が
強
い
こ
と

な
ど
か
ら
、
シ
リ
ア
の
都
市
と
し
て
扱
う
。

（
５
）	Zubda, 520, 527, 533, 563; Q

alānisī, 268, 272-273, 
292-293; ‘A

z. īm
ī, 370. 

（
６
）	

中
村
「
シ
リ
ア
諸
都
市
と
初
期
十
字
軍
の
交
渉
」
一
一
─
一
四

頁
。

（
７
）	Zubda, 561.

（
８
）	Zubda, 505, 516

─517.

（
９
）	A

ʻlāq(S), 73. 

（
10
）	

ア
レ
ッ
ポ
の
勢
力
下
で
の
ア
ザ
ー
ズ
の
ワ
ー
リ
ー
の
地
位
が
不

安
定
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
五
〇
八
／
一
一
一
四
年
に
起
こ
っ
た
地
震

の
際
の
ア
レ
ッ
ポ
の
対
処
か
ら
窺
え
る
。
カ
ル
ア
（
城
塞
）
が
地
震

で
破
壊
さ
れ
た
た
め
ア
ザ
ー
ズ
の
ワ
ー
リ
ー
は
被
害
が
軽
微
で
あ
っ

た
ア
レ
ッ
ポ
に
助
け
を
求
め
た
。
し
か
し
、
ア
レ
ッ
ポ
の
ア
タ
ー
ベ

ク
の
ル
ウ
ル
ウ
は
、
そ
の
ワ
ー
リ
ー
と
不
仲
で
あ
っ
た
た
め
、
ワ
ー

リ
ー
が
ア
レ
ッ
ポ
に
到
着
す
る
と
彼
を
殺
し
、
ア
ザ
ー
ズ
に
は
再
建

の
た
め
に
他
の
人
物
を
派
遣
し
た
の
で
あ
る
（Zubda, 537

）。 

（
11
）	Zubda, 546, 549, 550.

（
12
）	Zubda, 550.　

尚
、ʻA

z. īm
ī, 369.

と Bustān, 118-119.

で

は
五
一
二
年
、A

ʻlāq(S), 84.

で
は
五
一
三
年
と
な
っ
て
い
る
が
、

い
ず
れ
も
、
イ
ー
ル
ガ
ー
ジ
ー
が
ア
レ
ッ
ポ
の
支
配
権
を
得
た
の
と

同
年
に
十
字
軍
が
ア
ザ
ー
ス
を
獲
得
し
た
こ
と
で
は
一
致
し
て
い

る
。 

（
13
）	Zubda, 550. 

（
14
）	Zubda, 580. 

（
15
）	Zubda, 585; Bughya, 3480, 3483. 

（
16
）	Zubda, 586. 

（
17
）	Zubda, 595; K

ām
il, X

, 628; ‘A
z. īm

ī, 375; Syriac Chro, 
97-98; Bustān, 120; M

ichel, 221. 

（
18
）	A

ʻlāq(S), 100, 103; M
atthew

, 168.

（
19
）	Zubda, 582.

（
20
）	K

ām
il, X

, 619.
（
21
）	Zubda, 582-584; K

ām
il, X

, 619; ‘A
z. īm

ī, 374; Syriac 
Chro, 93-94; A

ʻlāq(S), 462-464.

（
22
）	K

ām
il, X

, 369; ‘A
z. īm

ī, 354; Bāhir, 8; A
ʻlāq(J), 48, 77, 

111-112.
（K

ām
il

に
は
四
七
九
年
と
あ
る
）
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（
23
）	Syriac C

hro, 78-81; M
ichel, 195-196; K

ām
il, X

, 
373-375; M

atthew
, 192-194; Zubda, 512; Q

alānisī, 232.

（
24
）	Syriac Chro, 81.

（
25
）	
ボ
ー
ド
ワ
ン
二
世
の
身
代
金
の
金
額
に
つ
い
て
は
、
史
料
に
よ

り
、
七
万
デ
ィ
ー
ナ
ー
ル
（Syriac Chro, 80-81; M

ichel, 
195-196

）、
三
万
五
千
デ
ィ
ー
ナ
ー
ル
（K

ām
il, X

, 375,460

）、

三
万
デ
ィ
ー
ナ
ー
ル
（M

atthew
, 201

）
と
開
き
が
あ
る
。
し
か
し
、

十
字
軍
国
家
の
首
長
の
身
代
金
金
額
の
他
の
例
は
、
ボ
エ
モ
ン
ド
一

世
が
一
〇
万
デ
ィ
ー
ナ
ー
ル
（
四
九
五
／
一
一
〇
一-

〇
二
年
）

（M
atthew

, 191-192

）、
ボ
ー
ド
ワ
ン
二
世
が
八
万
デ
ィ
ー
ナ
ー
ル

（
五
一
八
／
一
一
二
四-

二
五
年
、
前
払
金
二
万
デ
ィ
ー
ナ
ー
ル
）

（Zubda, 585

）で
あ
る
。
こ
の
四
九
七
／
一
一
〇
四
年
の
ハ
ッ
ラ
ー

ン
の
戦
い
の
後
に
決
定
し
た
身
代
金
の
前
払
金
の
記
述
は
、
三
万

デ
ィ
ー
ナ
ー
ル
（M

ichel, 195

）
か
二
万
五
千
デ
ィ
ー
ナ
ー
ル

(Syriac Chro, 80-81)

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
前
払
金
の
記
述
が
な

く
身
代
金
金
額
が
低
いK

ām
il, X

, 375.

とM
atthew

, 201.
の
記

述
は
、
前
払
金
と
の
混
同
が
あ
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

（
26
）	Syriac Chro, 81-82; M

atthew
, 201; Zubda, 517; K

ām
il, 

X
, 464-465; Fulcher, 180-181.

（
27
）	Syriac Chro, 78-81; M

ichel, 195-196.

（
28
）	

エ
デ
ッ
サ
伯
ボ
ー
ド
ワ
ン
二
世
は
、
五
一
一
／
一
一
一
八
年

ボ
ー
ド
ワ
ン
一
世
の
死
亡
に
と
も
な
い
、イ
ェ
ル
サ
レ
ム
王
と
な
り
、

エ
デ
ッ
サ
は
ジ
ョ
ス
リ
ー
ン
一
世
に
譲
っ
た
。
ボ
ー
ド
ワ
ン
二
世
は

さ
ら
に
五
一
三
／
一
一
一
九
年
ア
ン
テ
ィ
オ
キ
ア
公
シ
ー
ル
・
ロ

ジ
ャ
ー
が
戦
死
し
た
あ
と
は
ア
ン
テ
ィ
オ
キ
ア
も
併
せ
て
統
治
す
る

よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

（
29
）	Zubda, 570, 575, 577, 581; K

ām
il, X

, 613-614; Q
alānisī, 

330, 332; ‘A
z. īm

ī, 372; Syriac Chro, 91-92; M
ichel, 210-211; 

W
illiam

, I, 539-541.

（
30
）	

釈
放
条
件
の
詳
細
は
、
身
代
金
八
万
デ
ィ
ー
ナ
ー
ル
の
う
ち
、

二
万
デ
ィ
ー
ナ
ー
ル
を
前
金
と
す
る
こ
と
、
ア
サ
ー
リ
ブ
、
ザ
ル
ダ

ナ
ー
、
ア
ル
ジ
ャ
ズ
ル
、
カ
フ
ァ
ル
タ
ー
ブ
、
ア
ザ
ー
ズ
を
ア
レ
ッ

ポ
側
に
引
き
渡
す
こ
と
、
ア
レ
ッ
ポ
を
狙
っ
て
十
字
軍
と
接
触
し
て

い
る
ド
ゥ
バ
イ
ス
・
ブ
ン
・
サ
ダ
カ
と
同
盟
し
な
い
こ
と
な
ど
で
あ

る
（Zubda, 585; Bughya, 3480

）。

（
31
）	Zubda, 586-587; U

sām
a, 120.

（
32
）	Zubda, 586-587; Bughya, 3480.

（
33
）	Zubda, 586-580; Bughya, 3480-81, 3483-84; K

ām
il, X

, 
623; ‘A

z. īm
ī, 374; Bustān, 113; Syriac Chro, 96; M

ichel, 221.

（
34
）	

こ
の
状
態
に
決
着
を
つ
け
た
の
は
、
こ
の
混
乱
を
収
め
て
ア

レ
ッ
ポ
の
政
権
を
掌
握
し
た
ブ
ル
ス
キ
ー
で
あ
っ
た
。
ブ
ル
ス
キ
ー

は
、
五
一
九
／
一
一
二
五
年
、
ア
レ
ッ
ポ
の
カ
ル
ア
（
城
塞
）
に
捕

え
て
い
た
ム
ン
キ
ズ
一
族
の
子
供
た
ち
を
釈
放
す
る
一
方
で
、
自
身

で
シ
ャ
イ
ザ
ル
に
赴
い
て
そ
こ
に
捕
え
て
い
た
十
字
軍
の
子
供
た
ち

を
ス
ル
タ
ー
ン
・
ブ
ン
・
ム
ン
キ
ズ
か
ら
受
け
取
り
、
八
万
デ
ィ
ー

ナ
ー
ル
の
身
代
金
と
交
換
に
十
字
軍
に
返
し
た
の
で
あ
る
（Zubda, 

594-595
）。
尚
、
身
代
金
金
額
に
つ
い
て
は
、M

ichel, 212, 223. 

に
は
、「
ボ
ー
ド
ワ
ン
二
世
の
身
代
金
は
一
〇
万
デ
ィ
ー
ナ
ー
ル
」
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と
あ
る
。
史
料Zubda

の
中
で
も
、Zubda, 585. 

に
は
、「
八
万

デ
ィ
ー
ナ
ー
ル
、
う
ち
前
払
金
二
万
デ
ィ
ー
ナ
ー
ル
」
と
あ
り
、

Zubda, 594-595. 

に
は
「
前
払
金
二
万
デ
ィ
ー
ナ
ー
ル
と
八
万

デ
ィ
ー
ナ
ー
ル
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
半
年
の
時
間
経
過
の
う
ち
に
、

前
払
金
の
金
額
を
総
額
の
中
に
含
ん
で
い
る
か
否
か
の
混
同
が
起

こ
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
35
）	Zubda, 505, 516-517.  

四
九
一
／
一
〇
九
八
年
時
の
ワ
ー

リ
ー
は
ウ
マ
ル
、
五
〇
一
／
一
一
〇
七
─
〇
八
年
時
の
ワ
ー
リ
ー
は

フ
ト
ル
ガ
で
、
前
者
は
リ
ド
ワ
ー
ン
王
に
殺
害
さ
れ
、
後
者
は
追
放

さ
れ
た
。

（
36
）	Zubda, 550.

（
37
）	

十
字
軍
に
よ
る
シ
リ
ア
の
ム
ス
リ
ム
都
市
の
征
服
に
際
し
て

は
、
市
政
に
関
与
し
て
い
る
上
層
市
民
や
軍
隊
は
出
国
し
、
一
般
人

は
残
留
す
る
こ
と
が
多
い
。
一
例
と
し
て
、五
〇
四
／
一
一
一
〇
年
、

イ
ェ
ル
サ
レ
ム
王
国
と
ノ
ル
ウ
ェ
ー
船
に
よ
る
サ
イ
ダ
ー（
シ
ド
ン
）

占
領
の
場
合
、Fulcher 

やW
illiam

 

な
ど
の
十
字
軍
側
史
料
に「
兵

隊
は
安
全
保
障
で
出
国
さ
せ
た
が
、
農
民
は
そ
の
ま
ま
残
し
た
」
と

あ
り
（Fulcher, 200; W

illiam
, I, 488

）、
十
字
軍
の
農
業
重
視

の
姿
勢
が
窺
え
る
。

（
38
）	Zubda, 522-525; K

ām
il, X

, 482-483,486-487; Q
alānisī, 

276, 278-283; Bughya, 3664-65. 

こ
の
と
き
は
、
ム
ス
リ
ム
側
が

水
源
を
断
つ
作
戦
に
出
た
た
め
、
十
字
軍
と
の
大
き
な
戦
闘
に
は
至

ら
な
か
っ
た
。

（
39
）	Zubda, 538-540; K

ām
il, X

, 509-510.

（
40
）	Zubda, 525. 

こ
の
ほ
か
、「
ム
ン
キ
ズ
自
身
と
そ
の
一
団
」

(Q
alānisī, 283)

「
ム
ン
キ
ズ
の
市
民
と
軍
隊
」(Bughya, 

3664-65)

「
軍
隊
」(U

sām
a, 73)

な
ど
の
似
通
っ
た
表
現
で
「
軍
隊
」

の
存
在
が
見
ら
れ
る
。

（
41
）	U

sām
a, 151-152.

（
42
）	

バ
ラ
ク
は
五
一
七
年
ジ
ュ
マ
ー
ダ
ー
ウ
ー
ラ
ー
月
／
一
一
二
三

年
七
月
ア
レ
ッ
ポ
の
政
権
を
獲
得
し
て
い
た
（Zubda, 576

）。

（
43
）	

こ
の
中
で
起
こ
っ
た
マ
ン
ビ
ジ
ュ
事
件
は
、
バ
ラ
ク
の
マ
ン
ビ

ジ
ュ
に
対
す
る
悪
感
情
が
原
因
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。Zubda

で

は
「
ハ
ッ
サ
ー
ン
に
関
す
る
密
告
（
内
容
不
明
）
に
よ
っ
て
起
こ
っ

た
悪
感
情
に
よ
る
」（Zubda, 582

）、Syriac Chro

で
は
「
対
十

字
軍
戦
に
非
協
力
的
で
あ
る
か
ら
」（Syriac Chro, -94

）
と
述
べ

ら
れ
て
お
り
、
マ
ン
ビ
ジ
ュ
と
十
字
軍
と
の
何
ら
か
の
接
触
の
可
能

性
は
否
定
で
き
な
い
。

（
44
）	Bāhir, 73-74; A

‘lāq (J), 113.

（
45
）	

ジ
ョ
ス
リ
ー
ン
一
世
は
、
カ
ル
ア
ト
・
ジ
ャ
ウ
バ
ル
等
を
略
奪

す
る
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
マ
ー
リ
ク
本
人
が
略
奪
品
の
返
還
を
求
め

る
と
、
か
つ
て
の
恩
義
を
感
じ
、
返
済
し
て
い
る
（U

sām
a, -89

）。

（
46
）	 514

年: Zubda, 561-563

、525

年: Zubda, 611. 

（
47
）	Zubda, 564, 566.

（
48
）	U

sām
a, 130, 224-225; A

‘lāq (J), 112.

尚
、Syriac Chro 

に
は
、「
両
者
は
親
戚
」（Syriac Chro, 279

）
と
あ
る
が
、
こ
れ

は
親
し
い
往
来
を
指
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
49
）	U

sām
a, 87, 120.
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（
50
）	

ラ
イ
ー
ス
職
は
、
都
市
の
治
安
維
持
に
責
任
を
も
つ
職
で
あ
っ

た
が
、
必
ず
し
も
統
治
者
の
任
命
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
市
民
層

と
と
も
に
自
治
的
な
行
動
に
で
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
の
時
々
の
政

権
の
動
向
に
よ
り
職
務
が
一
定
し
て
い
な
い
。
詳
し
く
は
、
谷
口
淳

一「
ハ
ラ
ブ
史
の
中
の
ラ
イ
ー
ス
達
」『
西
南
ア
ジ
ア
研
究
』四
九（
一

九
九
八
）、
三
四
─
五
二
頁
参
照
。
サ
ー
イ
ド
と
フ
ァ
ダ
ー
イ
ル
の

事
績
に
つ
い
て
は
、
同
書
、
三
七
─
三
九
頁
参
照
。

（
51
）	

①Zubda, 534, 550; ‘A
z. īm

ī, 369. 

②Zubda, 537. 

③

Zubda, 564, 566. 

④Syriac Chro, 93-94. 

⑤Zubda, 607; 
K

ām
il, X

, 650; M
ufarrij, I, 39. 

⑥A
zraq, 164.

（
52
）	Zubda, 578-579; Syriac Chro, 93-94.

（
53
）	

①
の
サ
ー
イ
ド
・
ブ
ン
・
バ
デ
ィ
ー
ウ
を
受
け
入
れ
る
少
し
前
、

マ
ー
リ
ク
・
ブ
ン
・
サ
ー
リ
ム
自
身
が
ア
レ
ッ
ポ
か
ら
逃
げ
出
し
て

い
る
。
マ
ー
リ
ク
・
ブ
ン
・
サ
ー
リ
ム
は
、
カ
ル
ア
ト
・
ジ
ャ
ウ
バ

ル
を
領
地
と
し
て
い
る
が
、
形
式
的
に
は
シ
リ
ア
・
セ
ル
ジ
ュ
ー
ク

朝
の
家
臣
で
あ
っ
た
。
五
〇
七
／
一
一
一
四
年
、
ア
ル
プ
・
ア
ル
ス

ラ
ー
ン
王
が
ア
ミ
ー
ル
（
武
将
）
た
ち
を
カ
ル
ア
（
城
塞
）
に
集
め

た
と
き
、
王
の
狂
気
に
気
づ
き
、
ア
レ
ッ
ポ
で
の
立
場
を
捨
て
て
逃

げ
帰
っ
た
の
で
あ
る
（Zubda, 535; Bughya, 1985

）。
以
後
、
名

実
と
も
に
独
立
領
主
と
な
っ
た
。

（
54
）	E

lisséeff, N
ikita, N

ūr al-D
īn: U

n G
rand P

rince 
M

uslm
an de Syrie au T

em
ps des Croisades, I, D

am
ascus, 

1967, 147-154. 

尚
，
バ
ー
リ
ス
に
関
し
て
は
、Raym

ond, A
ndré 

and Jean-Louis Paillet, B
Ā

L
IS II: H

istoire de B
ālis et 

fouilles des îlots I et II, D
am

as, 1995. 

が
あ
り
、
バ
ー
リ
ス
遺

跡
発
掘
の
記
録
と
バ
ー
リ
ス
史
の
概
観
か
ら
成
っ
て
い
る
。

（
55
）	

結
局
ア
レ
ッ
ポ
の
市
民
は
、
一
旦
は
断
っ
た
イ
ー
ル
ガ
ー
ジ
ー

に
ア
レ
ッ
ポ
を
委
ね
た
（Zubda, 549

）。 

（
56
）	

ア
ル
ト
ゥ
ク
一
族
の
動
静
に
つ
い
て
は
、
中
村
「
ザ
ン
ギ
ー
の

対
十
字
軍
戦
略
」
参
照
。

（
57
）	Zubda, 573; ‘A

z. īm
ī, 372; A

‘lāq (J), 120; Bustān, 119.

（
58
）	

少
な
く
と
も
ア
イ
ユ
ー
ブ
朝
期
に
は
か
な
り
の
商
館
が
あ
っ
た

（Raym
ond, BĀ

LIS II, 101-104.

）。

（
59
）	Zubda, 573.

（
60
）	

ダ
マ
ス
ク
ス
は
、
セ
ル
ジ
ュ
ー
ク
朝
の
名
目
的
な
宗
主
権
の
も

と
で
、
ブ
ー
リ
ー
一
族
が
政
権
を
保
っ
て
周
辺
都
市
や
地
域
を
政
権

下
に
組
み
込
み
、
十
字
軍
勢
力
や
ザ
ン
ギ
ー
と
対
峙
し
て
い
た
。

（
61
）	

中
村
「
ヨ
ハ
ン
ネ
ス
２
世
の
シ
リ
ア
遠
征
と
ザ
ン
ギ
ー
の
南
進

策
」
七
八-

八
頁
。

（
62
）	K

ām
il, X

, 645; M
ufarrij, I, 40.

（
63
）	Zubda, 605; ‘A

z. īm
ī, 377.

（
64
）	K

ām
il, X

, 650; Bāhir, 38; A
bū al-Fidā

,̓ II, 62; R
w

d.
atayn, I, 118; M

ufarrij, I, 38. 

こ
の
と
き
ザ
ン
ギ
ー
は
マ
ン
ビ

ジ
ュ
西
方
の
ブ
ザ
ー
ア
も
獲
得
し
て
い
る
。
ブ
ザ
ー
ア
の
領
主
も
ア

レ
ッ
ポ
包
囲
中
で
あ
っ
た
。

（
65
）	Zubda, 616; ‘A

z. īm
ī, 386. 

ル
ハ
ー
（
エ
デ
ッ
サ
）
攻
撃
に
も

参
加
し
て
い
る(Syriac Chro, 282)

。

（
66
）	A

ʻlāq(S), 21.
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（
67
）	Zubda, 607; K

ām
il, X

, 650; M
ufarrij, I, 39.　

谷
口
「
ハ

ラ
ブ
史
の
中
の
ラ
イ
ー
ス
達
」
三
九
頁
。

（
68
）	
ハ
バ
シ
ー
は
、
そ
の
後
マ
ー
ル
デ
ィ
ー
ン
へ
行
っ
て
、
テ
ィ
ム

ル
タ
ー
シ
ュ
の
ワ
ジ
ー
ル
と
な
り
、
先
例
の
な
い
ほ
ど
の
権
威
を
ふ

る
っ
た
（A

zraq, 164

）。

（
69
）	Zubda, 621; ‘A

z. īm
ī, 375-376; A

zraq, 173, 177-178.  

ザ

ン
ギ
ー
は
、
ラ
ッ
カ
の
領
主
ム
サ
イ
イ
ブ
・
ブ
ン
・
マ
ー
リ
ク
を
入

浴
準
備
の
た
め
と
し
て
浴
場
に
入
ら
せ
て
お
き
、
そ
の
間
に
ラ
ッ
カ

を
奪
っ
た
の
で
あ
る
（Zubda, 621

）。
尚
、
マ
ー
リ
ク
死
亡
後
の

カ
ル
ア
ト
・
ジ
ャ
ウ
バ
ル
は
別
の
息
子
の
バ
ド
ラ
ー
ン
が
継
い
だ
が
、

翌
五
三
〇
年
頃
そ
の
兄
弟
の
ア
リ
ー
が
バ
ド
ラ
ー
ン
を
暗
殺
し
て
カ

ル
ア
ト
・
ジ
ャ
ウ
バ
ル
を
支
配
し
て
い
る
（A
zraq, 177-178

）。

（
70
）	

ザ
ン
ギ
ー
は
、
こ
れ
よ
り
前
の
五
三
六
／
一
一
四
一-

四
二
年

に
は
、
ウ
カ
イ
ル
一
族
が
支
配
す
る
ユ
ー
フ
ラ
テ
ス
川
中
流
域
の
ハ

デ
ィ
ー
サ
と
ア
ー
ナ
を
獲
得
し
て
い
る
（Q

alānisī, 438; K
ām

il, 
X

I, 88; Bāhir, 64; M
ufarrij, I, .90

）。

（
71
）	 Bāhir, 73-74; A

ʻlāq (J), 113-114.　

（
72
）	Zubda, 623.

（
73
）	

シ
ャ
イ
ザ
ル
の
領
主
ス
ル
タ
ー
ン
の
甥
の
ウ
サ
ー
マ
は
、
著
書

『
回
想
録
』の
中
で
、ア
ン
テ
ィ
オ
キ
ア
の
十
字
軍
領
主
の
う
ち
、ボ
ー

ド
ワ
ン
二
世
の
み
に
好
意
的
で
、
シ
ー
ル
・
ロ
ジ
ャ
ー
と
ボ
ヘ
モ
ン

ド
二
世
を
「
フ
ラ
ン
ク
人
の
悪
魔
」
と
評
し
て
い
る
（U

sām
a, 

118, 120-121

）。

（
74
）	K

ām
il, X

I, 8.

（
75
）	Zubda, 615. 

ま
た
、Q

alānisī, 374; ‘A
z. īm

ī, 393. 

も
同
内

容
を
伝
え
て
い
る
。
尚
、Zubda, 615. 

は
こ
の
出
来
事
を
五
二
六

年
の
こ
と
で
あ
る
と
し
て
い
る
が
、
表
記
の
誤
り
で
あ
る
。

（
76
）	Q

alānisī, 369-370.

（
77
）	

尚
、Syriac Chro 

に
は
、「
五
二
五
／
一
一
三
〇
年
に
死
亡

し
た
ジ
ョ
ス
リ
ー
ン
一
世
の
息
子
は
理
解
力
に
欠
け
る
若
者
で
あ
っ

た
が
、
父
の
あ
と
を
継
い
だ
」（Syriac Chro, 100

）
と
の
記
述
が

あ
る
。

（
78
）	

こ
れ
よ
り
前
の
五
二
三
／
一
一
二
九
年
、
シ
ャ
イ
ザ
ル
の
領
主

ス
ル
タ
ー
ン
・
ブ
ン
・
ム
ン
キ
ズ
の
甥
の
ウ
サ
ー
マ
・
ブ
ン
・
ム
ン

キ
ズ
は
シ
ャ
イ
ザ
ル
を
出
て
ザ
ン
ギ
ー
の
下
に
仕
え
た
。
ザ
ン
ギ
ー

の
参
謀
サ
ラ
ー
フ
・
ア
ッ
デ
ィ
ー
ン
の
配
下
に
は
い
り
、
五
二
九
／

一
一
三
五
年
の
ダ
マ
ス
ク
ス
進
軍
、
五
三
一
／
一
一
三
七
年
の
バ
ー

リ
ー
ン
包
囲
に
参
加
し
て
い
る
（U

sām
a, 150, 156

）。

（
79
）	Zubda, 624; Q

alānisī, 402; K
ām

il, X
I, 40.

（
80
）	

ザ
ン
ギ
ー
が
ビ
ザ
ン
ツ
皇
帝
と
十
字
軍
に
別
々
に
使
者
を
出

し
、
ビ
ザ
ン
ツ
皇
帝
に
は
「
シ
リ
ア
の
フ
ラ
ン
ク
は
最
後
に
は
ル
ー

ム
（
ビ
ザ
ン
ツ
）
を
見
捨
て
る
だ
ろ
う
」、十
字
軍
に
は
「
も
し
ル
ー

ム
が
一
つ
で
も
シ
リ
ア
の
城
を
取
れ
ば
、
あ
な
た
方
の
土
地
を
全
部

取
っ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
」
と
脅
し
て
、
両
者
の
不
和
を
招
き
戦
意
を

挫
こ
う
と
し
た
（ K

ām
il, X

I, 57; Bāhir, 56; M
ufarrij, I, 

81-82
）。

（
81
）	
援
軍
：Zubda, 632; Q

alānisī, 417; ‘A
z. īm

ī, 393; A
zraq, 

180. 

贈
り
物
：W

illiam
, II, 96; Syriac Chro, 297; K

innam
os, 
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24; N
iketas, 17-18.

（
82
）	W

illiam

に
よ
る
と
、
シ
ャ
イ
ザ
ル
に
は
か
つ
て
も
今
（
一
三

世
紀
）
も
キ
リ
ス
ト
教
徒
が
多
く
住
ん
で
お
り
、
十
字
軍
は
キ
リ
ス

ト
教
徒
へ
の
攻
撃
は
避
け
た
と
述
べ
て
い
る
（W

illiam
, II, 

.96

）。

（
83
）	A

ʻlāq(S), 84; K
ām

il, X
, 628.   

ジ
ョ
ス
リ
ー
ン
一
世
は
ア

ザ
ー
ズ
の
支
配
権
を
、五
一
六
／
一
一
二
二-

二
三
年
、ジ
ョ
ス
リ
ー

ン
一
世
の
二
度
目
の
妻
の
婚
資
と
し
て
ア
ン
テ
ィ
オ
キ
ア
公
国
の

シ
ー
ル
・
ロ
ジ
ャ
ー
か
ら
受
け
取
っ
た
の
で
あ
っ
た
（Syriac 

Chro, .90

）。

（
84
）	W

illiam
, II, 140-144. 

ジ
ョ
ス
リ
ー
ン
二
世
が
、
テ
ル
・
バ
ー

シ
ル
の
支
配
を
重
視
し
て
い
た
こ
と
は
、
エ
デ
ッ
サ
の
防
備
が
手
薄

に
な
り
、
ザ
ン
ギ
ー
の
エ
デ
ッ
サ
攻
略
を
容
易
に
す
る
背
景
の
一
つ

と
な
っ
た
（
中
村
「
ザ
ン
ギ
ー
の
対
十
字
軍
戦
略
」
〇
一
四-

〇
一

五
頁
）。

（
85
）	

中
村
「
ザ
ン
ギ
ー
の
対
十
字
軍
戦
略
」
〇
一
三-
〇
一
四
頁
。

（
86
）	N

iketas, 17; Zubda, 629-630; Q
alānisī, 416-416; K

ām
il, 

X
I, 56-57; M

ufarrij, I, 78.

（
87
）	Zubda, 666-7; Q

alānisī, 481-482, 489; A
ʻlāq(S), 84-85.

（
88
）	

シ
ャ
イ
ザ
ル
は
、
五
五
二
／
一
一
五
七
年
、
ハ
マ
ー
を
中
心
と

す
る
大
地
震
に
襲
わ
れ
て
城
塞
が
倒
壊
し
、
ム
ン
キ
ズ
家
の
領
主
や

一
族
は
全
滅
し
て
い
る
（Zubda, 670

）。

（
お
茶
の
水
女
子
大
学
大
学
院　

リ
サ
ー
チ
フ
ェ
ロ
ー
）


